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2020年11月号 2

歳　
入　
内　
訳

一　般　会　計特　別　会　計

企　業　会　計

歳　
出　
内　
訳

国庫支出金市税 地方交付税

地方譲与税等県支出金 市債

その他

衛生費民生費総務費

教育費消防費土木費

災害復旧費 労働費・商工費
・農林水産業費

公債費 議会費

繰入金 分担金・使用料等

特集

決
算
報
告

令和

元
年度

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
市
政
。
昨
年
度
は
ど
れ

く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
の
か
を
、お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 

※
計
数
は
、そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、合
計
や
差
引
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※(　)内の金額は、前年度との比較

歳出総額
５８５億１，５４１万円

対前年度比
１３億９，４７０万円増

歳入総額
６０９億７，１３６万円

対前年度比
２０億１，４４３万円増

歳入歳出

市税
169億円

総務費
84億円

教育費
95億円

公債費
53億円

土木費
62億円

民生費
184億円

労働費・商工費・
農林水産業費

32億円

衛生費
46億円

地方交付税
155億円

分担金・使用料等
7億円

県支出金
42億円

繰入金 35億円

市債 57億円

その他 36億円議会費 3億円
災害復旧費

1億円

消防費
24億円

地方譲与税等
32億円

国庫支出金
77億円

76億6,600万円(１0億1,067万円増)
国からの補助金

169億3,454万円(１億4,913万円増)
皆さんが納めた市民税、固定資産
税、軽自動車税など

154億6,211万円(3億4,538万円減)
地域で生活に違いが出ないよう、人口
や税収に応じて国から配られるお金

31億9,051万円(1億8,253万円増)
国や県が集めた税金のうち、市
町村に配られるお金

41億6,974万円(2億7,985万円増)
県からの補助金

56億8,630万円(4億7,920万円増)
市が必要な事業をするために国や
金融機関などから借りるお金

36億1,822万円(1億8,195万円減)
諸収入、寄付金、財産収入、繰越金

46億4,345万円(1億5,111万円減)
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ、し尿の処理など

184億4,491万円(5億1,701万円増)
児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

84億329万円(4億28万円増)
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

94億5,251万円(19億7,223万円増)
学校の管理・運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

23億9,188万円(9億6,026万円減)
消防・救急活動、水防や災害対策、
原子力対策など

62億2,392万円(1億5,145万円減)
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

1億3,393万円
(２億1,065万円減)

台風等の災害を受けた
箇所の復旧経費

32億3,722万円
(5,845万円減)

勤労者の福祉、商業・
観光、農林水産業の振
興など

53億1,996万円
(2,788万円増)

これまでの施設整備な
どのために借りたお金
(市債)の返済

２億6,435万円
(921万円増)

議員の報酬や市議会の
運営経費

35億2,448万円(6億4,895万円増)
各種基金から繰り入れるお金

7億1,946万円(2億857万円減)
保育所や幼稚園の保育料、市営住
宅家賃など

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 114億3,163万円 114億2,359万円 805万円
　財政運営主体が県となる新国保制度が始ま
って、２年目になり、安定的な運営のため、事務
の効率化を図ります。保険料率は、基金を活用
し、引き上げ幅を抑えました。

国民健康保険
（直診勘定） ２億3,839万円 ２億2,557万円 1,282万円

　診療所運営は厳しく、基金の繰入で対応する
状態が続いています。赤字が続くと予想される
ため、より効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険 13億4,855万円 13億4,822万円 33万円

　保険料率は平成30年度と同率です。被保険
者から納められた保険料を大切に使い、引き
続き、高齢者が安心して医療を受けられる制度
を維持できるように努めます。

介護保険 118億3,653万円 116億3,610万円 ２億43万円
　高齢者人口が増加する中、介護保険の適正
な運用や地域の実情に応じた地域包括ケアシ
ステムの推進に取り組みました。引き続き、安
定的な運営に努めます。

休日急患
診療所 5,472万円 4,280万円 1,192万円

　湖北医師会の協力のもと、内科および小児
科の初期救急医療を実施しました。休日急患
診療所の利用者割合は53.5％であり、救急病
院の負担の軽減を図りました。

農業集落排水 14億1,429万円 14億1,173万円 256万円
　単独処理のため、汚水処理費が割高となり、
使用料で維持管理費の全額が回収できていま
せん。そのため、公共下水道への統合を進め、
経営の改善に努めます。

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出
132億5,595万円 136億3,860万円 27億9,524万円 28億8,016万円

純損益　△3億8,265万円
（経常損益　△3億8,265万円）

純損益　△8,492万円
（経常損益　△8,492万円）

　令和元年度決算は、昨年度に引き続き、同年度比４億７，６１５万円（長浜病院３億３，６３７万円、湖北病院１億３，９７８万
円）の改善を図ることができました。医師不足や経年劣化した施設・機器の更新による経費負担が増加するなど、病院経営
を取り巻く環境は依然として厳しい状況にありますが、今後も湖北医療圏域の中核を担う基幹病院として、両病院がそれぞ
れの特徴を活かしつつ、地域ニーズに沿った質の高い医療を安定的かつ継続的に提供していきます。

老人保健施設事業
収益的収入 収益的支出

４億5,966万円 ４億6,457万円
純損益　△490万円（経常損益　△497万円）

　在宅復帰支援および在宅療養支援を重点目標に掲
げ、リハビリ機能の強化に努めました。今後も、利用者
が安全に快適な生活が送れるよう、湖北病院と連携し、
介護サービスの充実を図ります。

公共下水道事業
収益的収入 収益的支出

41億6,913万円 36億7,856万円
純損益　4億9,057万円 (経常損益　4億870万円)

　昨年に引き続き、管理財源の確保により利益を計上
することができました。今後も更なる経営基盤の強化
をめざし、利用者サービスの質と独立採算の両方を重
視した効率的な経営に努めます。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

国民健康保険、介護保険のように対象となる人が限られる会計

病院や介護施設、公共下水道など、民間企業と同じように利用料をもらい
その利益で運営している会計

市の会計
一般会計

特別会計

企業会計
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2020年11月号 4

政策１ 市民・自治　～市民とともに創る～

政策２ 教育・文化　～健やかで豊かな心が育つ～

令和元年度はこんなことに取り組みました

健全な財政運営と今後の課題

◆市民課証明書作成等業務委託事業

　　　　　　　 ６８６万円
　市民課が交付する住民票・戸籍等の証明書作成や郵
送請求処理などの業務委託を令和２年２月から開始し
ました。専門的能力を持つ民間事業者に委託すること
で、民間のノウハウを活かした質の高い行政サービス
を効果的・効率的・
安定的に提供して
います。

◆運動あそび推進事業

６３２万円
　全園の教育・保育活動に、体を使った遊びを積極的
に取り入れた保育を行いました。また、運動あそびを
推進する人材の育成に努め、家庭における親子ふれあ
い遊びを啓発す
るなど、本市の
特色のある保育
としての定着を
図っています。

◆�地域子育て支援センター
　運営事業

　５,９７１万円
　「こどもらんど」子育て支援セン
ターのさらなる機能と魅力の向上
を図るため、浅井文化スポーツ公
園にある農村環境改善センターを
改修し、移転しました。

◆長浜図書館新築移転関連
　事業

６,５１９万円
　「地域と人がつながる知の拠点」
として市立図書館を整備するた
め、長浜図書館を新築移転し、市内
図書館間の資料配送の強化やＩＣ
タグを活用した図書館資料管理シ
ステムの導入を行いました。

◆�「未来をになう長浜っ子」
　育成プロジェクト

１６万円
　若手中堅教員で構成する「ワー
キング会議」と市内の様々な分野
で活躍する人たちで構成する「懇話
会」を設置し、新しい長浜の教育の
実現に向けた取組みについて、幅広
い視点から意見交換を重ねました。

◆令和元年度の財産収入

前年度比４億４,１２０万円増
　財産収入とは、市が有する財産の貸付けや売り払い
等により得た現金収入のことです。　　
　令和元年度は、旧長浜市民会館用地の売却等、公有
財産の効果的な運用を図ったことにより、前年度比
104.2%になりました。

◆虎姫地域小中一貫教育校開設準備および杉野
　小・中学校と木之本小・中学校との統合準備

２億５,２４４万円
　虎姫学園の開校に向けて新しい学校に必要な環境整
備に着手し、小中一貫教育校開校連絡会が中心となり校
歌を作成しました。
また、杉野地域で
の統合に係る協議
会を経て、本年４月
に新しい木之本小
学校・木之本中学
校が開校しました。

◆首都圏との連携推進

５７８万円
　首都圏における長浜応援チーム「東京－長浜リレー
ションズ」を通じて、長浜の情報発信や課題解決の提
案、体験ツアーの造成を行いました。また、東京・上野
の「びわ湖長浜K

か ん の ん

ANNON H
ハ ウ ス

OUSE」や台東区でのイベ
ント出店などを活
用して長浜をPRし、
長浜では「お江戸上
野・浅草まつり」を
開催しました。

◆「モンデきゃんせ長浜」
　長浜温故知新プロジェクト

　　　　　　　　１１６万円
　若者の郷土愛の醸成や「ふるさと回帰」を目的に、長
浜の近代化に尽くした人物やまちづくりの歴史など、
若者向けに説明した
冊子「長浜の企業人
列伝」を作成しまし
た。冊子は市内の全
高校３年生に配布
し、ホームページで
も公開しています。

◆アウグスブルク市姉妹都市提携

　60周年記念事業　　　　　  ６１５万円
　ドイツ・アウグスブルク市との姉妹都市提携60周
年を記念し、市民・行政使節団のアウグスブルク市へ
の派遣や、インスタ
グラムによる写真
交流など様々な周
年事業を行い、交流
を深めました。

◆長浜伊香ツインアリーナ整備事業

１９億２,３８４万円
　国民スポーツ大会をはじめとする全国規模の大会が
開催できる２つのアリーナ、最新機器を備えたトレー
ニングルーム、ボルダリングを楽しめるキッズスペー
スなど、地域ス
ポーツの振興は
もちろん、あら
ゆる世代の人々
が集うことので
きるスポーツ施
設が完成しまし
た。

　令和元年度末の本市の市債(借金)残高は、大型建設事業など投資的経費の増加により２年連続で増加してい
ますが、計画的に繰り上げて償還(返済)することで、財政計画に掲げる金額を下回るなど、健全な財政運営を維
持しました。
　財政の健全性の指標とされている健全
化判断比率(借金返済や借入額が多すぎ
ないかなど)等の基準をクリアしており、
令和元年度決算は健全な財政運営ができ
ているといえます。しかし、人件費や社
会保障経費などの義務的経費が増加傾向
にあり、また新型コロナウイルス感染症
への対策経費の増加が見込まれるため、
今後さらに公債費の抑制が必要です。今
後も引き続き計画的な繰上償還の実施に
より公債費負担軽減と市債残高の縮小に
努め、財政の健全化を図ります。

▲�ここ10年間で、計画的な財政運営により市債残高は縮小し、基金残
高は増加しています。
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◆創業・起業支援事業

　 １,８８７万円
　創業・起業をめざす人の夢の実
現を応援するため、「ながはま・
こほく創業塾」を開催するなどし、
産業支援機関と連携しながら地域
経済・産業の活性化に取り組みま
した。

◆平田川改良事業

１億２,９２５万円
　市内を流れる普通河川平田川に
おいて、周辺地域への良好な水辺環
境の整備および浸水被害等の解消
を図るため、河川護岸整備を実施し
ました。 ◆産業文化交流拠点整備事業

２１億３,８３１万円
　市民の皆さんの活動・交流の場、
産業・賑わい創出の場として、人・
文化・産業を創業する知の拠点と
なる複合施設「さざなみタウン」が
完成しました。

◆太陽光発電システム等
　設置促進補助事業

１,１７９万円
　市民および事業者の環境保全、
省エネ意識を喚起し、再生可能エ
ネルギーの普及および自立分散型
エネルギー社会の構築を図るた
め、太陽光発電システムや定置式
蓄電システムを新たに設置する人
に対して支援を行いました。

◆�森林資源の経済的利用に
　向けた取組

７,９７０万円
　森林資源を経済的に利用し、森林
整備や地域経済の循環創出につな
げるため、ながはま森林マッチング
センターで森林資源の活用講座を開
催し、林業従事者を育成しました。

◆南田附神前線整備事業

３,５２０万円
　長浜市道路整備アクションプロ
グラムに基づき、国道８号から長
浜赤十字病院へ通じる市道の整備
に向け、用地買収等を進めました。
全線開通により長浜赤十字病院へ
のアクセスの向上と駅前通りの渋
滞緩和が期待できます。

◆基幹相談支援センター設置事業

３,２１２万円
　しょうがい者相談支援専門員向けの研修を実施し、
スキルアップを図るとともに、相談支援事業所間の連
携強化に取り組
みました。また、
長浜米原しょう
がい者自立支援
協議会の事務局
体制の強化を図
りました。

◆災害廃棄物処理計画策定事業

　R1-R2総事業費 ５１７万円
　近年全国で発生している自然災害で、大量の災害廃棄
物が発生している状況を踏まえ、本市で今後起こりうる
大規模災害発生時に災害廃
棄物を適正かつ迅速に処理
するため、平常時および発災
後の災害廃棄物対策を定め
る計画を策定します。

◆市民で支える小学校給食費補助・多子世帯

　保育料等負担軽減事業　 ８億８８万円
　将来を担う子どもたちの健やかな成長を市民全体で
支えるため、小学校の給食費を補助しました。また、多
子世帯の保育料について、第２子半額、第３子以降無償
化を実施。さらに、
10月以降の国の幼
児教育・保育の無
償化に合わせて、
多子世帯負担軽減
施策を副食費にも
拡大しました。

◆湖北支所改修事業　　 

５,４５１万円
　湖北支所の余裕床の貸し付けにあたり、施設を改修し
ました。地方自治法の規定に基づき、支所の目的を妨げ
ない範囲で貸付けを
行い、行政財産を有
効活用します。改修
することで、施設の長
期的・安定的な貸付
けを行います。

◆就労支援・就労準備支援事業

　(生活困窮者自立支援事業)   ９００万円
　生活保護利用者や生活困窮者の「働きたいと思って
いても働けない」などの困りごとを抱える人に対し、民
間事業者と連携して、各々の能力に合わせた求職活動
の支援や就労に
向けたサポート
を行いました。

◆消防団拠点施設整備事業

　　　　　　 ３,３９９万円
　火災や自然災害の発生時など、地域住民のために日々
活動している消防
団 の 拠 点 施 設(屯
所)について、第16
分団(虎姫方面隊)
の施設を新しく整
備しました。

◆アグリビジネス推進事業(水田野菜・花き栽培生産
　拡大推進事業補助金)

　　　　　　　　　　　１,６１５万円
　水田を活用して野菜および花きの栽培を中心とした農業経営
の多角化を図り、儲かる農業および新しい農業ビジネスの展開
に向けた取組みを推進するために必要な農業機械等の導入を支
援しました。

◆「健康で輝けるまちながはま」推進事業

３７８万円
　健康都市宣言(健康で輝けるまちながはま宣言)を行
い、市民、行政、企業等が一丸となって健康づくりを推
進する機運を高めるとともに、健康増進計画「健康なが
はま21」の目
標に向かって、
むし歯予防や
健活チャレン
ジ等の健康づ
くり事業に取
り組みました。

◆豊公園再整備事業

１億６,３４９万円
　豊公園再整備基本計画に基づき、自然豊かな憩いの
場として、魅力ある都市公園をめざして豊公園全体の再
整備を進めています。
長浜駅から長浜城を
結ぶ園路が一部完成
しました。

政策４ 産業・交流　～まちの魅力が光り活力にあふれる～

政策６ 環境・都市　～水と緑に包まれ住まう～

政策５ 安全・安心　～不安なく穏やかに暮らす～

政策３ 健康・福祉　～いきいきと温かく生きる～

長浜市の財政状況について詳しくは市ホームページをご覧ください。
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◆�

長
浜
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員
・

　
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

　
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
樋ひ

口ぐ
ち

　
幸さ

ち

永え(

七
条
町
）

　
髙た

か

津つ

　
融よ

し

男お(

南
田
附
町)

◆�

長
浜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
中な

か

村む
ら

　
修し

ゅ
う

爾じ(

北
池
町
）

◆
長
浜
市
公
有
財
産
審
議
会
委
員

　
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
澤さ

わ

﨑さ
き

　
恭き

ょ
う

子こ(

弥
高
町
）

◆�

長
浜
市
地
域
経
営
改
革
会
議
委
員

と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
川か

わ

村む
ら

美み

津つ

子こ(

常
喜
町
）

　
石い

し

井い

　
良り

ょ
う

一い
ち(

彦
根
市
）

　
新に

い

川か
わ

　
達た

つ

郎ろ
う(

京
都
府
京
都
市
）

◆
長
浜
市
景
観
審
議
会
委
員
と
し
て

　
市
政
運
営
に
寄
与

　
大お

お

神が
み

　
敏と

し

臣お
み(
弥
高
町
）

◆�

長
浜
市
建
築
審
査
会
委
員
と
し
て

市
政
運
営
に
寄
与

　
桐き

り

山や
ま

　
郁い

く

雄お(

彦
根
市
）

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
推
進
員
と
し
て

　
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
長は

谷せ

川が
わ

美み

也や

子こ(

三
川
町
）

　
平ひ

ら

塚つ
か

　
公こ

う

二じ(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

　
谷た

に

口ぐ
ち

　
米よ

ね

子こ(

西
浅
井
町
山
門)

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

　
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
福ふ

く

永な
が

　
利り

平へ
い(

勝
町)

　
西に

し

尾お

　
　
修お

さ
む(

千
草
町)

　
清し

水み
ず

美み

和わ

子こ(

本
庄
町)

　
藤ふ

じ

居い

千ち

枝え

子こ(

加
田
今
町)

　
寺て

ら

田だ

　
年と

し

克か
つ(

木
之
本
町
木
之
本)

　
前ま

え

川が
わ

壽す

美み

惠え(

木
之
本
町
西
山)

◆�

自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
中な

か

野の

　
佳よ

し

明あ
き(

神
前
町) 

　
戸と

田だ

　
　
功い

さ
お(

朝
日
町)

◆�
長
浜
市
連
合
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
大お

お

橋は
し

　
松ま

つ

行ゆ
き(

加
田
町)

◆�

長
浜
市
消
防
団
員
と
し
て

　
自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

　
川か

わ

村む
ら

　
利と

し

幸ゆ
き(

元
浜
町)

　
杉す

ぎ

本も
と

　
義よ

し

明あ
き(

元
浜
町)

　
上う

え

田だ

　
広ひ

ろ

樹き(

末
広
町)

　
下げ

司し

　
貴た

か

之ゆ
き(

朝
日
町)

　
藤ふ

じ

田た

　
一か

ず

宏ひ
ろ(

神
照
町)

　
中な

か

河が
わ

　
紀の

り

彦ひ
こ(

内
保
町)

　
西に

し

橋は
し

　
　
剛つ

よ
し(

内
保
町)

　
饗あ

い

場ば

　
隆た

か

浩ひ
ろ(

八
島
町)

　
金か

ね

子こ

　
嘉よ

し

祥あ
き(

尊
野
町)

　
速は

や

水み

　
裕ゆ

う

介す
け(

高
畑
町)

　
村む

ら

居い

　
豊と

よ

一か
ず(

高
畑
町)

　
速は

や

水み

　
啓け

い

介す
け(

木
尾
町)

　
押お

し

谷た
に

　
　
雄ゆ

う(

野
瀬
町)

　
橋は

し

本も
と

　
朗あ

き

世よ(

曽
根
町)

　
馬ま

淵ぶ
ち

　
憲け

ん

次じ(

難
波
町)

　
塚つ

か

田だ

　
正ま

さ

喜よ
し(

川
道
町)

　
千ち

代よ

靏づ
る

忠た
だ

博ひ
ろ(

湖
北
町
速
水)

　
丸ま

る

岡お
か

　
義よ

し

広ひ
ろ(

湖
北
町
今
西)

　
古ふ

る

市い
ち

　
秀ひ

で

志し(

高
月
町
井
口)

　
細ほ

そ

川か
わ

　
貴た

か

紘ひ
ろ(

高
月
町
井
口)

　
門か

ど

池い
け

　
祐ゆ

う

樹き(

高
月
町
尾
山)

　
岩い

わ

佐さ

　
正ま

さ

義よ
し(

高
月
町
柏
原)

　
宮み

や

川が
わ

　
祐ゆ

う

一い
ち(

高
月
町
落
川)

　
中な

か

川が
わ

　
　
明あ

き
ら(

高
月
町
宇
根)

　
浦う

ら

山や
ま

　
和か

ず

也や(

高
月
町
片
山)

　
廣ひ

ろ

瀬せ

　
　
稔み

の
る(

木
之
本
町
杉
本)

　
大お

お

山や
ま

　
悠ゆ

う

互ご(

木
之
本
町
古
橋)

　
岩い

わ

根ね

　
卓た

か

弘ひ
ろ(

木
之
本
町
木
之
本)

　
富と

み

岡お
か

　
　
剛つ

よ
し(

木
之
本
町
千
田)

　
川か

わ

橋は
し

　
弘ひ

ろ

和か
ず(

木
之
本
町
田
居)

　
二に

の

宮み
や

　
良よ

し

信の
ぶ(

木
之
本
町
北
布
施)

　
正ま

さ

木き

　
秀ひ

で

俊と
し(

余
呉
町
中
之
郷)

　
北き

た

原は
ら

　
祐ゆ

う

也や(

余
呉
町
国
安)

　
森も

り

　
　
正ま

さ

樹き(

余
呉
町
東
野)

　
畑は

た

野の

　
雅ま

さ

俊と
し(

余
呉
町
今
市)

　
畑は

た

野の

　
　
豊ゆ

た
か(

余
呉
町
今
市)

　
前ま

え

田だ

　
　
肇は

じ
め(

西
浅
井
町
岩
熊)

　
大お

お

橋は
し

　
俊と

し

和か
ず(

西
浅
井
町
大
浦)

　
坂さ

か

本も
と

　
　
崇た

か
し(

西
浅
井
町
山
田)

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

　
松ま

つ

井い

　
京き

よ

美み(

酢)

◆
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
若わ

か

宮み
や

　
　
誠ま

こ
と(

大
戌
亥
町)

　
加か

藤と
う

　
正ま

さ

樹き(

寺
田
町)

◆
歯
科
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
本も

と

康や
す

　
盛し

げ

昭あ
き(

曽
根
町)

◆
薬
剤
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
山や

ま

内う
ち

　
雅ま

さ

夫お(

三
ツ
矢
元
町)

◆
柔
道
整
復
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
米よ

ね

田だ

　
伸し

ん

三ぞ
う(

勝
町)

◆
長
浜
市
健
康
推
進
員
と
し
て

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

　
廣ひ

ろ

部べ

　
惠け

い

子こ(

口
分
田
町)

　
小お

野の

喜き

美み

子こ(

新
庄
寺
町)

　
三み

つ

家や

和か
ず

千ち

代よ(

相
撲
町)

　
鷺さ

ぎ

　
　
裕ひ

ろ

子こ(

神
照
町)

　
大お

お

竹た
け

　
清き

よ

子こ(

石
田
町)

　
間ま

塚づ
か

　
慶け

い

子こ(

堀
部
町)

　
伊い

藤と
う

　
悦え

つ

子こ(

尊
勝
寺
町)

　
北き

た

村む
ら

　
敦あ

つ

子こ(

高
月
町
高
月)

　
小お

野の

加か

奈な

枝え(

高
月
町
東
物
部)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

 

・
造
園
技
能
士

　
中な

か

川が
わ

　
源げ

ん

藏ぞ
う(

山
階
町)

 

・
菓
子
職
人

　
平ひ

ら

野の

　
市い

ち

朗ろ
う(

余
呉
町
坂
口)

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

　
観
光
振
興
に
寄
与

　
藤ふ

じ

居い

　
き
よ
子こ(

加
田
今
町)

◆
子
ど
も
会
活
動
を
通
じ
て

　
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与

　
吉よ

し

居い

　
久ひ

さ

光み
つ(

新
栄
町)

◆
文
化
活
動
を
通
じ
て

　
文
化
芸
術
の
振
興
と

　
市
民
の
文
化
の
発
展
に
寄
与

　
伊い

吹ぶ
き

　
定さ

だ

一か
ず(
南
郷
町)

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
体
育
振
興
と

　
健
康
増
進
に
寄
与

　
古ふ

る

山や
ま

　
　
仁ひ

と
し(

公
園
町)

　
中な

か

川が
わ

　
利と

し

宏ひ
ろ(

北
ノ
郷
町)

　
米よ

ね

澤ざ
わ

　
重し

げ

幸ゆ
き(

木
之
本
町
田
部)

　
鈴す

ず

木き

　
彰し

ょ
う

一い
ち(

彦
根
市)

◆
長
浜
城
歴
史
博
物
館
協
議
会
委
員

　
と
し
て
歴
史
・
文
化
の
振
興
に
寄
与

　
木き

村む
ら

　
至よ

し

宏ひ
ろ(

大
津
市)

◆
市
の
発
展
の
た
め

　
多
額
の
浄
財
を
寄
附

　
実じ

つ

井い

　
俊と

し

介す
け(

岐
阜
県
可
児
市)

　
石い

し

川か
わ

　
雅ま

さ

仁ひ
と(

東
京
都
江
東
区)

　
湯ゆ

浅あ
さ

ふ
さ
子こ(

千
葉
県
柏
市)

表
彰
に
輝
く
人
た
ち

文
化
の
日

11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

自
治
功
績
表
彰

社
会
功
績
表
彰

教
育
文
化
功
績
表
彰

感
謝
状
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

＂
自
然
に
還
す
＂
庭
づ
く
り

を
極
め
る

　

昭
和
35
年
に
弟
子
入
り
し
て
以

来
、造
園
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
42
年
に
独
立
し
て
中
川
造
園
を

設
立
し
、個
人
宅
の
庭
園
作
庭
は
も

ち
ろ
ん
、
慶
雲
館
の
復
元
整
備
な

ど
、公
共
施
設
・
公
共
空
間
の
整
備

に
も
精
励
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
石
や
造
形
、絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
で
、そ
れ
が
造
園

の
仕
事
で
の
構
図
を
創
る
こ
と
に

生
き
て
い
ま
す
。
庭
づ
く
り
は
構

図
が
す
べ
て
で
、何
を
表
現
し
た
い

か
、
ど
こ
に
何
を
据
え
る
の
か
、
い

つ
何
が
見
ご
ろ
に
な
る
か
な
ど
、造

る
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、庭
の

全
体
像
を
思
い
描
い
て
構
成
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
生
み
出
し
て
構
図
を
創
る
こ

と
は
大
変
で
苦
し
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、構
図
と
庭
の
で
き
あ
が
り
が

ピ
シ
ャ
リ
と
合
う
時
の
達
成
感
は

他
の
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
自
然

に
還
す
庭
」を
造
る
こ
と
で
す
。
石

も
植
栽
も
自
然
に
存
在
し
て
み
え

る
よ
う
に
据
え
る
こ
と
で
、ず
っ
と

見
て
い
て
も
飽
き
な
い
庭
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
１
０
０
を
超
え
る
庭
を

造
っ
て
き
ま
し
た
が
、ど
ん
な
構
図

で
、ど
こ
に
何
を
置
い
て
い
る
か
も

す
べ
て
覚
え
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
全
身
全
霊
で
庭
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、思
い
出
深
く
て

一
つ
と
し
て
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

時
代
の
変
化
で
日
本
家
屋
の
人

気
が
低
迷
し
、造
園
業
も
衰
退
の
方

向
に
あ
り
、淋
し
い
思
い
も
あ
り
ま

す
が
、私
自
身
は
こ
れ
か
ら
も
植
木

屋
の
道
を
、よ
り
一
層
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

伝統を守り、卓越した技術を用いて
長年一つの職に従事した人を紹介
します。

中
な か

川
が わ

 源
げ ん

蔵
ぞ う

 さん(山階町)

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
窓
口
の
混
み
具
合
が

一
目
で
わ
か
り
ま
す

問 

税
務
課 

☎
65
・
６
５
０
８

　

 

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問 

市
民
課 

☎
65
・
６
５
１
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
っ
て
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収

入
が
減
少
し
た
場
合
な
ど
、
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
世
帯
は
、
保
険
料
の
免
除
ま
た
は

減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
と
は
、
世
帯

主
ま
た
は
国
保
加
入
者
の
う
ち
収
入
が
多

い
人

【
対
象
世
帯
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

に
よ
り

①�

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

②�

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
事
業
な
ど

の
廃
業
や
失
業
し
た
世
帯

③�

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が
、

前
年
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯(

た
だ
し
、
前
年

所
得
の
合
計
額
が
１
︐
０
０
０
万
円
以
下
、

か
つ
、
減
少
し
た
所
得
以
外
の
所
得
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と)

【
対
象
と
な
る
保
険
料
】

　
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が
あ
る
も
の

【
減
免
割
合
】

　
対
象
世
帯
の
う
ち

①
に
あ
て
は
ま
る
世
帯

　
全
額
免
除

②
ま
た
は
③
に
あ
て
は
ま
る
世
帯

　
対
象
保
険
料
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
免
除

【
申
請
期
限
】

　
令
和
３
年
３
月
31
日(

水)

必
着

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
担
当
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
市
役
所
の
主
な
窓
口
の
混
み
具
合
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
、
窓
口
の
混

み
具
合
を
事
前
に
確
認
で
き
る
の
で
、

「
密
」を
避
け
て
、
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た

め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
こ
ん
な
に
便
利「
混
雑
ラ
ン
プ
」】

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
窓
口
の
状
況
を
次

の
３
段
階
で
ラ
ン
プ
表
示
し
ま
す
。

　
青
…
空
き

　
黄
…
や
や
混
み

　
赤
…
混
み

【
対
象
窓
口
】

〇
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉 

　

�

証
明
書
交
付
、住
所
異
動
・
印
鑑
登
録
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続

〇
保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金

〇
税
務
課〈
本
庁
舎
１
階
〉 　
　
　
　
　
　
　

　

�

証
明
書
交
付
、
市
税
・
国
保
料
等
の
相

談
〇
滞
納
整
理
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
納
税
相
談

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
右
上
の
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
各
課
の
混
み

具
合
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
来
庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲市ホームページのバナー

▲�窓口の混雑状況が一目でわかり
ます

　市公式I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram(「nagahama_city_open」)では、
長浜の魅力を広く発信するために、ハッシュタグ

「＃みんなのちょぴっく」をつけて投稿された写真
を紹介しています。今回、さらなる長浜の魅力発見・
発信のためInstagramフォトコンテストを開催しま
す。選ばれた作品は広報ながはまの表紙に掲載し
ます。ぜひご応募ください。
【掲 載 号】 広報ながはま令和３年３月号
【作品要件】
①�「nagahama_city_open」をフォローしているア

カウントの投稿写真であること
②令和２年１月１日以降に撮影されたもの
③長浜市内で撮影したもの
④応募者本人が撮影したもの
※季節は問いません。

【応募方法】
①�スマートフォンで「Instagram」のアプリをダウン

ロードし、「nagahama_city_open」のアカウン
トをフォロー

②�「＃みんなのちょぴっく」、「＃広報ながはま表紙
争奪」のハッシュタグと撮影場所(町)がわかるコ
メントもしくはハッシュタグを付けて写真を投稿

【応募期間】
10月24日(土) ～令和３年１月24日(日)
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 市民広報課　☎６５－６５０４

◀︎市ホーム
　ページ

◀︎市公式Instagram
「nagahama_city_open」

＃広報ながはま表紙争奪　インスタグラムフォトコンテスト
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。11月14日(土)西友長浜楽市店11月22日(日)イオン長浜店 
10時～ 11時45分、13時～ 15時30分　詳しくは滋賀県赤十字献血センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
11月22日(日)です。問環境保全課☎６５－６５１３

※�虎姫中学校は、虎姫小学校と統
合し虎姫学園に改称したことに
よる。

指
定
避
難
所
・
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
見
直
し
の
お
知
ら
せ

問 
防
災
危
機
管
理
局 

☎
65
・
６
５
５
５

　
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
、土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
あ
る
な
ど
、災
害
時
の
避
難

先
と
し
て
適
さ
な
い
避
難
所
や
、公
共
施
設

の
耐
震
な
ど
の
整
備
状
況
や
市
内
の
人
口

分
布
の
変
化
な
ど
に
よ
り
検
証
や
見
直
し

の
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
、９
月
７
日
の
長

浜
市
防
災
会
議
で
避
難
所
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
よ
り
指
定
避
難
所
は
73
か
所

か
ら
76
か
所
と
な
り
、一
時
避
難
所
と
合
わ

せ
る
と
84
か
所
と
な
り
ま
す
。

※�

避
難
所
一
覧
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
指
定
避
難
所

　

災
害
の
危
険
性
が
あ
り
避
難
し
た
住
民

や
、災
害
に
よ
り
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
住

民
が
一
定
期
間
生
活
を
送
る
施
設
で
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、災
害
の
規
模
や
地
域

の
状
況
に
よ
り
、対
象
施
設
の
安
全
を
確
認

し
た
う
え
で
開
設
し
ま
す
。

○
指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
が
発
生
し
、ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
そ
の
危
険
か
ら
一
時
的

に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
場
所
で

す
。

　

災
害
種
別
に
応
じ
て
指
定
し
て
い
ま
す

の
で
、避
難
の
際
に
は
災
害
の
状
況
に
合
わ

せ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
一
時
避
難
所

　
市
と
民
間
施
設
が
協
定
を
締
結
し
、
災
害

時
に
市
か
ら
の
要
請
に
よ
り
危
険
を
一
時
的

に
回
避
す
る
場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
た
市
内
店
舗
の
売
上
向
上
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進
を
め
ざ
し
、
市

内
の
対
象
店
舗
で
、
買
い
物
や
飲
食
を
し
て

PayPay

残
高
で
支
払
う
と
決
済
金
額
の
最
大

20
％
のPayPay

ボ
ー
ナ
ス
が
付
与
さ
れ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
11
月
末
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ス
マ
ホ
決
済
を
使
っ
て
市

内
の
お
店
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期　
間
】	

11
月
30
日(

月)

ま
で

【
ボ
ー
ナ
ス
付
与
上
限
】

　
決
済
１
回
あ
た
り
の
上
限 

２
千
円
相
当

　
１
か
月
あ
た
り
の
上
限 

１
万
円
相
当

【
対
象
店
舗
】

　
市
内
の
小
売
業
、飲
食
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で

PayPay

に
加
盟
す
る
店
舗(

大
手
企
業
、大
手

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
ほ
か
、
一
部

業
種
で
対
象
外
店
舗
あ
り)

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い
。

　
長
浜
市
区
域
の
行
政
相
談
委
員
で
あ
る
池い

け

澤ざ
わ

修し
ゅ
う

也や

さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
と
功

績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
池
澤
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に
行
政
相
談
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
行
政
と
民
間

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
に

努
め
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

【
活
動
状
況
】

　
毎
月
１
回
、
主
に
第
１
金
曜
日
に
定
例
相

談
所
を
開
設

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
仕

事
を
休
ん
だ
場
合
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
に
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①�

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、
事
業

主
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症

し
、
ま
た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染

が
疑
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
療
養
の

た
め
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
。

③�

療
養
の
た
め
仕
事
が
で
き
な
い
期
間
が
、

連
続
し
た
３
日
間(

待
機
期
間)

を
含
む
４

日
以
上
あ
る
こ
と
。

④�

療
養
の
た
め
仕
事
が
で
き
な
い
期
間
に
つ

い
て
、
給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

【
支
給
額
】

　

(

直
近
の
連
続
し
た
３
か
月
間
の
給
与
収

入
の
合
計
額
を
就
労
日
数
で
除
し
た
金
額)

×
３
分
の
２
×
支
給
対
象
日
数

※�

支
給
対
象
日
数
と
は
、
③
の
待
機
期
間
後

で
、療
養
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
日
数

※�

１
日
あ
た
り
の
支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り

ま
す
。

【
適
用
期
間
】

　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
で
仕
事

が
で
き
な
か
っ
た
日

　
た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
、

最
長
１
年
６
か
月
ま
で
延
長
可
能

※�

適
用
最
終
日
が「
９
月
30
日
」か
ら「
12
月

31
日
」に
延
長
し
ま
し
た
。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
担
当
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
申
請
前
に
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

P

ペ

イ

ペ

イ

ayPay

を
利
用
し
た
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

11
月
末
ま
で
実
施
中
で
す

行
政
相
談
委
員 

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

傷
病
手
当
金
の
支
給
適
用
期
間
を

延
長
し
ま
す

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
６
５
３
５

問 

総
務
課 

☎
65
・
６
５
０
３

問 

保
険
医
療
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

▲国民健康保険

▲池澤 修也 氏

▲後期高齢者
　医療制度

指定避難所 所在地
指定緊急避難場所

地震時 大雨時

南郷里まちづくりセンター 新栄町1065-2 ○ ○

神照まちづくりセンター 神照町286-1 ○ ○

北郷里まちづくりセンター 東上坂町976-7 ○ ○

西黒田まちづくりセンター 常喜町500-1 ○ ○

湖北文化ホール 湖北町速水2745 ○ ○

高月まちづくりセンター 高月町渡岸寺141-1 ○ ○

高月運動広場体育館 高月町東柳野3-1 ○ ○

木之本スティックホール 木之本町木之本1757-6 ○ ○

余呉まちづくりセンター 余呉町中之郷1117-1 ○

施設名

(株)平和堂 アル・プラザ長浜 (立体駐車場)

(株)平和堂 フレンドマート長浜駅前店 (立体駐車場)

イオンリテール(株)近畿カンパニー イオン長浜店 (立体駐車場)

長浜キヤノン(株) (体育館・グラウンド)

(株)コロワイドMD長浜CK (食堂)

大和リゾート(株)H
ホ テ ル

otel＆R
リ ゾ ー ツ

esorts N
ナ ガ ハ マ

AGAHAMA (１階ロビー)

イオンビッグ(株)ザ・ビッグ高月店 (駐車場)

えきまち長浜(株)

施設名

南浜公民館

びわ体育館

虎姫中学校

赤谷荘

木之本まちづくりセンター

木之本教育集会所

■新たに指定した施設 (９施設)

■指定を取り消した施設 (６施設) ■一時避難所 (全８施設)
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は
ま
見
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録

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
基
本
給
付

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
給
付
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
る
人

②�

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
２

年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全

額
停
止
さ
れ
る
人

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同

じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人

【
給
付
額
】

　
１
世
帯
５
万
円

※
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

■
追
加
給
付

　
右
記
、
基
本
給
付
金
対
象
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、収
入
が
減
少
し
た
人
が
、対
象
と
な
り
ま

す
。

【
給
付
額
】

　
１
世
帯
５
万
円

■
共
通
事
項

【
申
請
方
法
】

　
基
本
給
付
の
②
、
③
な
ら
び
に
追
加
給
付

に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
必
要
書

類
を
直
接
左
記
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
提
出
く

だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
か
ら
、
給
付

金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
た

上
で
、振
込
み
ま
す
。

※�
今
年
度
に
本
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
に
限
り
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
令
和
３
年
２
月
28
日(

日)

必
着

※�

窓
口
で
の
相
談
・
申
請
受
付
は
、
２
月
26

日(

金)

が
最
終
受
付
日
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

期
間
内
に
す
べ
て
の
必
要
書
類
が
整
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
】

　
子
育
て
支
援
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
来
年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
に
お
困
り

の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
準
備
に
必
要
な

学
用
品
費
を
入
学
前
に
援
助
し
ま
す
。

【
対　
象
】

　

市
内
在
住(

令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で
に

市
外
に
転
出
予
定
の
方
を
除
く)

で
、
令
和
３

年
４
月
に
県
内
国
公
立
の
小
・
中
学
校
ま
た

は
義
務
教
育
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
、
ま
た
は
義
務
教
育
学
校
７
年
生

に
進
級
す
る
児
童
の
保
護
者
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①�

世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

②�

令
和
元
年
中
の
所
得
が
、
市
教
育
委
員
会

の
定
め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る

③�

失
業
や
病
気
な
ど
家
庭
事
情
の
変
動
に
よ

り
、所
得
が
著
し
く
減
っ
た

【
支
給
金
額
・
支
給
時
期
】

　
小
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
１
年
生

　
５
１
，０
６
０
円

　
中
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
７
年
生

　
６
０
，０
０
０
円

※
令
和
３
年
２
月
中
旬
に
支
給
予
定
で
す
。

【
受
付
期
間
】

　
11
月
２
日(
月)
～
30
日(

月)

【
関
係
書
類
】

①�

援
助
費
の
振
込
口
座
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

②�

令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
所

が
な
い
場
合
は
、
令
和
元
年
分
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
や
市
県
民
税
・
所
得
税
申

告
書
な
ど
、
令
和
元
年
中
の
所
得
金
額
が

わ
か
る
も
の

③�

住
ま
い
が
持
ち
家
で
な
い
場
合
は
、
家
賃

額
が
わ
か
る
も
の(

契
約
書
の
写
し
な
ど)

④�

失
業
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
得
が
著
し

く
減
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
わ
か
る
も
の

(

離
職
票
や
給
与
明
細
書
の
写
し
な
ど)

【
申
込
み
】

　
入
学
前
応
援
金
受
給
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、関
係
書
類
を
添
え
て
、担
当
課
ま

で
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
校
や
園
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

入
学
前
応
援
金
以

外
の
就
学
援
助
を

受
給
す
る
に
は
別

途
申
請
が
必
要
で

す
。

【
申
込
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

〇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

〇�

継
続
し
て
先
祖
の
祭
祀
を
主
宰
で
き

る
こ
と

〇
墓
所
を
適
切
に
管
理
で
き
る
こ
と

　

(

区
画
内
の
定
期
的
な
除
草
等)　
　
　

〇�

同
一
世
帯
に
当
墓
地
の
使
用
者
が
い

な
い
こ
と

〇�

墓
地
使
用
許
可
後
２
年
以
内
に
墓
石

建
立
予
定
で
あ
る
こ
と

【
募
集
期
間
】

　
11
月
２
日(

月)

～
16
日(

月)

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
当
日
消
印
有
効

【
申
込
み
】

　

直
接
ま
た
は
郵
送
で
担
当
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
担
当
課
窓
口
の
ほ
か
、
松
の

岩
公
園
墓
地
管
理
事
務
所(

月
～
木
曜

日)

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※�

申
込
み
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は
区
画

ご
と
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
会
は

12
月
１
日(

火)

開
催
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
申
込
者
へ
別
途
連
絡
し
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
に
１
区
画
の
み
で
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

就
学
援
助
の
入
学
前
応
援
金
を
支
給
し
ま
す

松
の
岩
公
園
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

問 
子
育
て
支
援
課 

☎
65
・
６
５
１
４

　

 
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問 

す
こ
や
か
教
育
推
進
課 

☎
65
・
８
６
０
６

問 

環
境
保
全
課 

☎
65
・
６
５
１
３

　

 

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

　先着順により市有地を一時貸付します。なお、貸付
できる用途は、原状回復が容易で平面的な土地利用と
し、借地権等の権利が発生しない用途に限定します。
【申込み】
　11月16日(月) ～令和３年２月26日(金)に申込書を
直接担当課まで提出してください。

【案内書等の配布】
　申込書および案内書は、担当課、北部振興局地域振興
課、各支所にあります。また市ホームページからダウ
ンロードすることもできます。

　イベントの情報や子育て関連施設情報、行政サービスの情報など、長浜市での子育
てに便利な情報が満載です。ぜひご利用ください。
＜便利ポイント！＞　
★子育ての最新情報がプッシュ通知で届くので、見逃すことがありません！
★パパママ・リフレッシュ託児などの予約が簡単にできます！

子育て情報は「子育て応援アプリ
ながまるキッズ！」で便利にゲット！ 

先着順により市有地を一時貸付します
問 公共施設マネジメント課　☎６５－１７１７

募集区画数 墓所面積 永代使用料 年間管理料

25区画 ３．２㎡ ４３０，０００円 ３，３６０円

３区画 ３．２㎡ ４５０，０００円 ３，３６０円

２区画 ３．２㎡ ４８０，０００円 ３，３６０円

６区画 ６．４㎡ ８６０，０００円 ６，７３０円

所在地 地目 貸付可能面積 最低１㎡単価(月額)
1 高月町井口字億称寺２０番１ 宅地 ６９８. ４７㎡ ３７円

2 木之本町木之本字箱柳１５３番外３筆 宅地 １, ０７１㎡ ２８円

3 西浅井町大浦字堂前１５２番外２筆 宅地 ８１０. ２２㎡ ２１円

4 余呉町今市字村桑２３５番３外１０筆 学校用地 ６, ０２３㎡ ２４円
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式 SNS
●�長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。

長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

●�見聞録のイベントは市公式 Facebook ページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ〜す

９月13日(日)
退任の協力隊 今後の決意新たに　
　任期を終えた第２期地域おこし協力隊が、オンライン活動報
告会「長浜協力隊サバイバー」を開催しました。
　伝統工芸・観音・材木・魅力発信など、それぞれのテーマで
取り組んできた３年間を振り返った５人は、これまでの苦労や
喜び、そして今後の展望など、協力隊として生き残った者“サバ
イバー ”として思いを語り、「終わりではなく、これからがス
タート」と今後の決意を新たにしました。

９月17日(木)
動画に込めたメッセージ
　長浜小学校合唱団制作のメッセージムービー「ともだちはいい
もんだ」の完成披露報告会がさざなみタウンで行われました。
　動画は、見る人に勇気や希望を抱いてもらいたいと制作。会
場内は団員たちの気持ちが込められた歌声に包まれました。
　団長の麻

あ

生
そ う

結
ゆ

衣
い

さんは、「みんなの希望が詰まっているので、
多くの人に見てもらい、元気になってもらえれば嬉しいです」
と思いを語りました。

９月27日(日)
自分の道を信じて進む勇気
　長浜文化芸術会館で、長浜市出身の免疫学者坂

さ か

口
ぐ ち

志
し

文
も ん

氏の講
演「免疫学とこれからの社会」が行われました。
　坂口さんは、免疫反応を制御する細胞「制御性T細胞」を発見。
さらにその機能を調節する遺伝子の働きも明らかにしたこと
が世界で評価され、数々の名だたる賞を受賞しています。
　講演では自身の研究内容や、信念を持ち続けることの大切さ
を語りました。　

９月15日(火)
伝統野菜を体感するワークショップ
　えきまちテラス長浜のL

ロ コ

OCO K
キ ッ チ ン

itchenで、伝統野菜を使った
料理を、盲ろう者や視覚しょうがい者の人と一緒に楽しむワーク
ショップが開催されました。参加者は、伝統野菜である尾

お の え な

上菜
や高

た か

月
つ き

丸
ま る

ナスなどに直接触れ、生産者から調理方法などを学ん
だ後、料理を味わいました。また、目が見える人はアイマスクを
して食事をし、目が見えない中で食事をすることの難しさを体験
し、しょうがいについて理解を深めました。

９月27日(日)
高月まちづくりセンターリニューアル！
　高月中央公民館として昭和54年に新築されて以来、40年に
わたって地域の各種活動に利用されてきた高月まちづくりセ
ンター。耐震化や老朽化などに対応するための改修工事が完
了し、竣工式が行われました。
　玄関やトイレなどの段差解消、授乳室・キッズルームなどが整
備され、まちづくり活動や生涯学習の拠点として生まれ変わりま
した。地域の人に親しまれ、活用されることが期待されます。

９月18日(金)
心地よい空間の創出　
　道路上を一日限定の「公園」に仕立てる催し「P

パ ー キ ン グ デ イ

ark(ing)Day」
が、ＪＲ田村駅西側の市道で開催されました。
　「ひとつなぎの風」をコンセプトに、人工芝やハンモックを設
置し、図書コーナーやストリートチョークなどで「心地よい空
間」を演出。たくさんの風鈴とカーテンで作られた「さざなみ
トンネル」も設けられました。来場者は友人や子どもたちとの
寛ぎのひとときを楽しんでいました。

10月４日(日)
森を満喫！コーヒーワークショップ
　地元の森の魅力を感じ、森にかよってもらうため、ながはま
森林マッチングセンターが西浅井町集福寺の森でコーヒー
ワークショップを開催しました。
　コーヒー炭火焙煎体験では、焙煎によって豆の色が変わって
いく様子や、香りを楽しみました。
　焙煎体験後、森の中で焙煎したてのコーヒーとサンドイッチ
を味わい、ゆったりとした時間を森で過ごしました。

９月19日(土)～22日(火・祝)
高校生が観客を魅了「えんげき CAMP！2020」
　ＮＰО法人はまかるが、県内在中の高校生を対象として４日
間の演劇ワークショップを開催。最終日は虎姫文化ホールで
学生と劇団プラネットカンパニーとの共演による成果発表公
演を開催しました。
　演劇は朗読が中心で、身振り手振りで表現。短期間で完成さ
せたとは思えないほどテンポのよい掛け合いで、それぞれが役
になりきり観客を魅了しました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
市民広報課（☎65－6504）までお知ら
せください。
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お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

101

料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2021年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
市
民
広
報
課

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所市民広報課　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
も
う

　

秋
の
紅
葉
が
美
し
い
好
季
節
を
迎
え
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、毎
朝
、豊
公
園
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、健
康

の
た
め
に
何
か
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
単

純
な
も
の
で
し
た
が
、歩
き
出
す
と
、毎
朝
、

朝
陽
に
映
え
る
び
わ
湖
の
美
し
い
景
色
や

湖
の
匂
い
、
数
多
く
の
鳥
の
さ
え
ず
り
な

ど
、
普
段
は
喧
騒
の
中
で
気
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
は
毎
日
少
し
ず
つ
風
景
を

変
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
の
風
景

を
感
じ
る
の
も
毎
朝
の
楽
し
み
で
す
。
ま

た
、歩
い
て
い
る
と
、湖
岸
を
掃
除
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
や
同
じ
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
市
民
の
皆
さ
ん
、観
光
客
の

人
々
と
す
れ
違
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

す
る
だ
け
で
も
、
心
が
晴
れ
や
か
に
な
り
、

一
日
の
活
力
が
出
て
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

に
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
長
浜
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め

る
場
所
は
、
豊
公
園
に
限
ら
ず
無
数
に
あ

り
ま
す
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ

ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
む
施
設

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
４
月
に

完
成
し
た
長
浜
・
伊
香
ツ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
４
面
分
の

ア
リ
ー
ナ
だ
け
で
な
く
、
最
新
の
器
具
を

備
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
あ
り
、

個
人
で
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、
運
動

不
足
の
人
や
少
し
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
い
人
な
ど
に
お
す
す
め
で
す
。

　

長
浜
市
で
は
、
昨
年
５
月
に
健
康
都

市
宣
言
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
健
康
で
過
ご

せ
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が
趣
旨
で
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
気
候
の
良
い
時

期
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
な
ど
、
健
康
で
幸
せ
な
毎
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

市長
コラム　
市長
コラム　

※至誠通天
　 誠を尽くせば天が
　 味方してくれること

▲長浜・伊香ツインアリーナ
　トレーニングルーム

124
〇
消
費
生
活
パ
ネ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

悪
質
商
法
の
手
口
と
対
処
法
な
ど
消
費
生

活
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

【
と　
き
】	11
月
12
日(

木)
～
24
日(

火)

【
と
こ
ろ
】	市
民
交
流
ロ
ビ
ー
〈
本
庁
舎
１
階
〉

〇
消
費
生
活
川
柳
の
募
集

【
応
募
期
限
】11
月
30
日(

月)

【
応
募
方
法
】

　

市
役
所
に
設
置
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
下
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

実
施
期
間
中
、
市
役
所
に
応
募
箱
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス

で
も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
滋
賀
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
賞
お
よ
び
賞
品
】

最
優
秀
賞
：
こ
こ
滋
賀
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

優
秀
賞
：
こ
こ
滋
賀
人
気
商
品
詰
め
合
わ
せ

佳　
作
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行

　
　
　
　
「
く
ら
し
の
豆
知
識
」

【
応
募
先
】

　
滋
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
〒
５
２
２・０
０
７
１ 

彦
根
市
元
町
４・１

　
FAX 
０
７
４
９
・
23
・
９
０
３
０

　
お
着
物
で
ま
ち
な
か
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
和
装

で
長
浜
を
歩
い
て
、
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。
お
ひ
と
り
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

【
と　
き
】	令
和
３
年
３
月
10
日(

水)

ま
で

【
と
こ
ろ
】	ま
ち
な
か
一
帯
、市
内
の
施
設
な
ど

【
参
加
方
法
】

　
和
装
で
ま
ち
な
か
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

和
装
の
人
に
、
優
待
参
加
店
舗
で
、
様
々
な
特

典
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
日
の
写

真
を
湖
北
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー(
元
浜
町)

で

見
せ
る
こ
と
で
抽
選
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
内　
容
】

優
　
待
：�

優
待
参
加
店
舗
で
、
無
料
入
館
や

食
事
・
買
物
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

抽
選
会
：�

浜
ち
り
め
ん
着
物
や
商
品
券(

10
万

円
分)

が
当
た
る
抽
選
会
で
す
。

※�

優
待
店
舗
の
内
容
、
抽
選
会
の
参
加
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
る

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
や
さ
し
い
ま
ち

　
「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
し
続

け
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
叶
え
る
た
め
に
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
み
ん
な
で
支

え
あ
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

や
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん

か
。

【
と　
き
】	11
月
29
日(

日)
	

13
時
30
分
～(

開
場
13
時)

【
と
こ
ろ
】	市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

【
内　
容
】

〇
認
知
症
啓
発

〇
基
調
講
演

　
『�

い
ま
か
ら
始
め
よ
う
！
楽
し
く
で
き
る

認
知
症
予
防
～
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
～
』

【
講　
師
】

　
鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科

　
理
学
療
法
学
専
攻 

教
授 

牧ま
き

迫ざ
こ 

飛ひ
ゅ
う
ま

雄
馬 

氏
　
『
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
』と
は
、認
知
症
の
予
防

を
目
的
と
し
た
か
ら
だ
と
頭
の
体
操
を
組

み
合
わ
せ
た
運
動
で
す
。

　

ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
定　
員
】	45
人(

先
着
順)

【
受
講
料
】	無
料

【
持
ち
物
】	上
靴
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

11
月
９
日(

月)

～
20
日(

金)

に
電
話
で

担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

２
日
前
〜
当
日
に
、発
熱
や
咳
、鼻
水
、の

ど
の
痛
み
、だ
る
さ
等
の
風
邪
症
状
が
少

し
で
も
あ
る
人
は
、受
講
を
お
控
え
く
だ

さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
状
況
に

よ
り
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

「
消
費
生
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
」を
開
催
し
ま
す

き
も
の
ＤデＥ
長
浜
が
開
催
中
で
す

「
認
知
症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
と
一
緒
に

歩
む
市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す

問 
環
境
保
全
課 

☎
65
・
６
５
６
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問 

長
浜
観
光
協
会 

☎
65
・
６
５
２
１

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
８
４
１
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お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り
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患
者
さ
ん
の
体
に
優
し
く
、

　
新
機
能
を
備
え
た

Ｃ
Ｔ
装
置
に
更
新
！

　
市
立
長
浜
病
院
で
は
、
本
館
の
Ｃ

Ｔ
装
置
を
最
新
装
置
に
更
新
し
ま
し

た
。
新
し
い
装
置
は
、
放
射
線
の
被

ば
く
線
量
の
低
減
と
造
影
検
査
時

の
造
影
剤
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
患
者
さ
ん
の
体
に
負
担
が
少

な
い
Ｃ
Ｔ
検
査
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
機
能
の
デ
ュ
ア
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
撮
影
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
精
度
の
高
い
情
報
を
得
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

Ｘ
線
の
被
ば
く
線
量
が
減
少

　
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
装
置
が
回
転
し
な

が
ら
人
体
に
Ｘ
線
と
い
う
放
射
線

を
当
て
、
そ
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
処
理
し
て
鮮
明
な
輪
切
り
映

像
や
、
３
次
元
画
像
を
得
る
検
査
で

す
。
検
査
時
に
人
体
が
放
射
線
を
受

け
る
こ
と
を
被
ば
く
と
い
い
、
被
ば

く
し
た
放
射
線
の
量
を
被
ば
く
線
量

と
い
い
ま
す
。
放
射
線
を
使
用
す
る

検
査
は
、
人
体
へ
の
影
響
を
少
な
く

す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
被
ば
く
線

量
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
一
般
的
に
被
ば
く
線
量
を
減

ら
す
と
、
得
ら
れ
る
画
像
の
画
質
が

低
下
し
ま
す
が
、
新
し
い
装
置
は
画

質
を
保
ち
な
が
ら
被
ば
く
線
量
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

造
影
剤
の
使
用
量
が
減
少

　
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
造
影
剤
と
い
う
薬

剤
を
注
射
し
て
検
査
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
造
影
剤
は
腎
臓
か

ら
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
腎
臓
の
弱
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
造
影
剤
を
減

ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

造
影
剤
を
減
ら
す
と
造
影
効
果
が
弱

く
な
り
画
質
が
低
下
し
ま
す
が
、
新

し
い
装
置
で
は
造
影
効
果
を
保
ち
な

が
ら
造
影
剤
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

精
度
の
高
い
診
断
と
的
確
な
治
療

　
新
機
能
の
デ
ュ
ア
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

撮
影
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
デ
ュ

ア
ル
と
は
「
２
つ
の
」
と
い
う
意
味

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
異
な
る
２
つ
の

Ｘ
線
に
よ
り
同
時
に
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
高
度
な

計
算
を
行
う
こ
と
で
、
精
度
の
高
い

診
断
と
的
確
な
治
療
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が

少
な
く
、
質
の
高
い
Ｃ
Ｔ
検
査
の
実

施
に
努
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
検
査
に

つ
い
て
不
安
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
長
浜
病
院

　

 

☎
68
・
２
３
０
０〈
代
表
〉

市立病院通信-○-114
このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “ 健康豆知識 ”
などを紹介します。

市立長浜病院　放射線科
若
わ か

宮
み や

 誠
まこと

　
地
域
の「
み
ら
い
」を
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
人
々
が
、と
も
に
、無
事
に
そ

れ
ぞ
れ
が
望
む
暮
ら
し
方
、
生
き
方
が
で
き

る
モ
デ
ル(

ブ
ジ
ネ
ス)

を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
12
月
５
日(

土)

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分(

13
時
開
場)

【
と
こ
ろ
】

　
高
月
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

高
月
町)

【
講　
師
】

　
滋
賀
県
立
大
学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー

　
講
師 

上う
え

田だ 

洋よ
う

平へ
い 

氏

【
パ
ネ
ラ
ー
】

〇
編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー 

菊き
く

池ち 

百ゆ

合り

子こ 

氏

〇
鍛
冶
屋
太
閤
踊
り
保
存
会
会
長

　
草く

さ

野の 

京き
ょ
う

司し 

氏

〇B

ブ

ッ

ク

ook C

カ
フ
ェ

afe

す
く
ら
む
代
表

　
藤ふ

じ

谷た
に 

法の
り

子こ 

氏

【
参
加
費
】	無
料

【
定　
員
】	50
人(

先
着
順
・
託
児
あ
り)

【
申
込
み
】

　
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④
託
児
を
希

望
す
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
を
直

接
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課

ま
で
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
と　
き
】	12
月
16
日(

水)
	

18
時
～
19
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ(

高
田
町)

【
テ
ー
マ
】	「
引
き
こ
も
り
と
人
権
」

【
定　
員
】	60
人(

先
着
順
・
託
児
あ
り)

【
参
加
費
】	無
料

【
講　
師
】	青
少
年
支
援
ハ
ウ
ス
輝

か
が
や
き

	

所
長 

立た
つ

岡お
か 

勇ゆ
う

一い
ち 

氏

【
申
込
み
】

　
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④
託
児
を
希

望
す
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
を
直

接
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課

ま
で
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
お

よ
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
虐
待
を
疑
う
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た

と
き
は
、迷
わ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は 

〇
身
体
的
虐
待

　
　
な
ぐ
る
、蹴
る
、叩
く
な
ど

〇
性
的
虐
待

　

�　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を

見
せ
る
な
ど

〇
ネ
グ
レ
ク
ト

　

�　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

〇
心
理
的
虐
待

　

�　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ
う
だ
い

間
差
別
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

し
て
の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

な
ど

見
逃
さ
な
い
で
子
ど
も
か
ら
の

「
た
す
け
て
の
サ
イ
ン
」 

　
不
自
然
な
あ
ざ
・
傷
、
極
端
に
や
せ
て
い

る
、
衣
服
等
が
不
潔
、
大
人
の
顔
色
を
う
か

が
っ
て
い
る
な
ど

虐
待
通
告
・
児
童
相
談
に
関
す
る
連
絡
先 

　
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
65
・
６
５
４
４(

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

※�

時
間
外
・
土
日
祝
日
は
☎
62
・
４
１
１
１

(

代
表)

　
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
７
４
９
・
24
・
３
７
４
１

　

(

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

男
女
共
同
参
画
講
座
を
開
催
し
ま
す

第
３
回 

じ
ん
け
ん
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
防
ご
う
！
子
ど
も
虐
待

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０　

FAX 

64
・
０
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　

  
 jinken@

city.nagaham
a.lg.jp　

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０　

FAX 

64
・
０
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　

  
 jinken@

city.nagaham
a.lg.jp　

問 

子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室 

☎
65
・
６
５
４
４児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　
　

１イ
チ

８ハ
ヤ

９ク(

24
時
間)

里
親
家
庭
の
募
集 

　

様
々
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
自
ら
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
の
が
里
親

で
す(

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
等)

。

一
定
の
研
修
や
審
査
を
受
け
た
あ
と
、里

親
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

※�

里
親
に
は
迎
え
入
れ
た
子
ど
も
の
養

育
費
と
里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
給

食
費
、子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先 

　
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
４
９
・
24
・
３
７
４
１

　
こ
ば
と
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
７
・
５
２
５
・
０
０
３
０
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お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

／
各
種
無
料
相
談

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

　
11
月
25
日
を「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
の

国
際
デ
ー
」と
定
め
、こ
の
２
週
間
を「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
と
し
て
全

国
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
は
、性
別
や
加
害
者
、被
害
者
の
間
柄

を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、売
買

春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
も
し
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、１
人
で

悩
ま
ず
、相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

〇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
強
化
期
間
11
月
12
日(

木)

～
18
日(

水)

　
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
19
時

　
土
・
日
曜
日 

10
時
～
17
時

〇
長
浜
市
家
庭
児
童
相
談
室(

女
性
相
談)

　
☎
65
・
６
５
４
４ 

　
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

〇
性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
び
わ
湖 S

サ

ト

コ

ATO
CO

　

satoco3105biwako@
gm

ail.com

　
３
６
５
日
24
時
間
受
付

人
生
会
議
と
は

　
誰
し
も
、い
つ
で
も
、命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
大
き
な
病
気
や
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、約
７
割
の
人
が
、こ
れ
か
ら
の
医
療
や
ケ

ア
な
ど
に
つ
い
て
、自
分
で
決
め
た
り
、人
に

伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
自
分
自
身
で
考
え
、信
頼
す
る
人
た
ち

と
話
し
合
う
こ
と
を
「
人
生
会
議(

Ａ
Ｃ
Ｐ 

ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
と
い

い
ま
す
。
昨
年
行
っ
た
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、自
分
の
死
が
近
い
時
に
希
望
す
る
医

療
に
つ
い
て
家
族
と
全
く
話
し
合
っ
た
こ
と

が
な
い
と
答
え
た
人
は
約
54
％
で
し
た
。

　

家
族
を
看
取
っ
た
経
験
者
の
多
く
は
は
、

「
生
前
に
少
し
で
も
話
し
合
っ
て
お
け
ば
、
本

人
の
希
望
に
添
え
た
の
で
は
」
と
振
り
返
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
も
し
も
の

と
き
に「
ど
う
し
た
い
」「
ど
う
し
て
ほ
し
い
」

の
か
、考
え
、話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

11
月
30
日
は
人
生
会
議
の
日
で
す

問 
人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
８
４
１

　

台
所
排
水
に
含
ま
れ
る
油
脂
や
食
べ
物
く
ず

を
分
離
し
、下
水
道
へ
流
れ
出
な
い
役
割
を
し
て

い
る
の
が
ク
リ
ー
ン
ま
す
で
す
。　

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
は
月
に
１
回
程
度
清
掃
し
な

い
と
、汚
水
ま
す
や
排
水
管
の
詰
ま
り
、悪
臭
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

清
掃
方
法

①�

台
所
の
流
し
か
ら
家
の
外
に
つ
な
が
っ
て
い

る
１
つ
目
の
ま
す
を
開
け
る(

屋
内
に
あ
る
場

合
も
あ
り
ま
す)

。

②�

お
た
ま
や
ひ
し
ゃ
く
で
油
類
等
の
汚
れ
を
す

く
い
新
聞
紙
等
の
上
に
あ
げ
る(

カ
ゴ
が
つ
い

て
い
る
場
合
は
、カ
ゴ
に
た
ま
っ
た
ゴ
ミ
も
新

聞
紙
等
の
上
に
あ
げ
る)

。

③�

水
気
を
切
っ
て
乾
か
し
、燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
す
る
。

④�

清
掃
後
、ホ
ー
ス
を
使
っ
て
汚
れ
を
流
し
、水

を
張
っ
て
フ
タ
を
閉
め
る
。

問	

下
水
道
施
設
課(

☎
65
・
１
６
０
１)

日	

11
月
22
日(

日)

13
時
30
分

場	

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

大
依
町)

内	�

そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
所
で
感
じ
た
音
を
即
興

で
奏
で
る
琴
奏
者
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

定	

20
人

費	

大
人
８
０
０
円
、小
中
学
生
４
０
０
円

講	

方ま
さ
こ于 

リ
ラ 

氏

申	

直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
ま
で
。

問	

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

☎
74
・
０
１
０
１)

　
病
院
の
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
う
作
業
停

電
に
よ
り
医
療
機
器
な
ど
の
使
用
が
制
限
さ

れ
る
た
め
、
救
急
診
療
に
つ
い
て
一
時
停
止

し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と　
き
】 

11
月
14
日(

土)

　
作
業
停
電
時
間　
９
時
～
17
時

　
救
急
診
療
一
時
停
止
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
６
時
～
20
時

※�

作
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
時
間
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問	

市
立
長
浜
病
院
経
営
企
画
課

　
☎
68
・
２
３
０
０

　
在
宅
ワ
ー
ク
に
関
す
る
悩
み
の
共
有
や
、
仕

事
の
幅
、
人
脈
を
広
げ
ら
れ
る
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

日	

12
月
１
日(

火)

10
時
～
12
時

日	

11
月
６
日(

金)

９
時
30
分
～
12
時
30
分

	

西
野
水
道(

高
月
町
西
野)

集
合

内	�

古
保
利
古
墳
群
の
色
々
な
古
墳
の
形
や
大
き

さ
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

定	

20
人

費	

１
０
０
円

申	

直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
ま
で
。

問	

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

☎
74
・
０
１
０
１)

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、健

全
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
市
民
ぐ
る
み
で
考
え
、

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日	

11
月
８
日(

日)

13
時
～
16
時

場	

虎
姫
文
化
ホ
ー
ル(

宮
部
町)

内	�

明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
の
表
彰
、
小
中
学

　
11
月
７
日(

土)

～
19
日(

木)

　
　
西
友
長
浜
楽
市
店

　
11
月
21
日(

土)

～
12
月
２
日(

水)

　
　
浅
井
図
書
館(

月
・
火
休
館)

　
12
月
４
日(

金)

～
13
日(

日)

　
　
湖
北
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

水
休
館)

内	�

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
・
一
般
の
10
部

門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
選
考
さ
れ
た
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
３
点　
佳
作
４
～
５
点
の
計
86

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

問	

教
育
改
革
推
進
室(

☎
65
・
８
６
０
４)

　

長
浜
子
ど
も
の
ち
か
い
・
長
浜
子
育
て
憲
章

推
進
事
業
と
し
て
募
集
し
た
絵
手
紙
の
入
賞
作

品
の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
に
込
め
ら
れ
た
想
い
や
工
夫
さ
れ
た

表
現
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　日・場 

　
10
月
29
日(

木)

～
11
月
５
日(

木)

　
　
平
和
堂
木
之
本
店

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

ご
家
庭
の
ク
リ
ー
ン
ま
す
の

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す

七
り
ん
館
コ
ン
サ
ー
ト

在
宅
ワ
ー
カ
ー
交
流
会

参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

「
古
保
利
古
墳
群
を
訪
ね
て
」

長
浜
市
青
少
年
育
成

「
市
民
の
つ
ど
い
」

絵
手
紙
展
を
開
催
し
ま
す

■マークの意味

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談
※右欄( )内は相談委員

11月11日(水)・12月９日(水)　13時～15時(髙
たか

山
やま

) 高月支所(高月町渡岸寺)

滋賀行政監視行政相談センター 
(☎０７７－５２３－１１００)

11月19日(木)・26日(木)　９時～12時(三
み

浦
うら

) さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

11月19日(木)　９時～12時(谷
たに

口
ぐち

) 木之本まちづくりセンター (木之本町木之本)

11月25日(水)　９時～12時(竹
たけ

本
もと

) 湖北デイサービスセンター (湖北町速水)

12月 １日(火)　９時～11時30分(中
なか

川
がわ

) びわ高齢者福祉センター (難波町)

12月 ３日(木)　９時～12時(小
こ

林
ばやし

) さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

12月 ４日(金)　９時～12時(池
いけ

澤
ざわ

) 浅井支所(内保町)

12月 ４日(金)　13時～16時(新
しん

堂
どう

) 余呉まちづくりセンター (余呉町中之郷)

12月 ７日(月)　９時～11時45分(長
は

谷
せ

川
がわ

) 虎姫まちづくりセンター (田町)

12月 ８日(火)　13時～15時(坂
さか

井
い

) 西浅井まちづくりセンター (西浅井町大浦)

結婚相談

11月７日(土)　10時～ 12時
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

社会福祉課(☎６５－６５３６)
※�詳しくは市ホームページ「結婚支援」で
　検索または下記QRコードから。
※�いずれの会場も提供で
　きる情報は同じです。

11月12日(木)・19日(木)・26日(木)　
18時～ 20時
11月４日(水)・11日(水)・18日(水)・
25日(水)　15時～17時 北部振興局(木之本町木之本)

女性の悩み相談★
※右欄( )内は相談員

11月21日(土)　12時～16時(下
しも

地
じ

)
市民交流センター (地福寺町)

平日：人権施策推進課 
(☎６５－６５５６専用ダイヤル) 
土日祝：市民交流センター 
(☎６５－３３６６)12月 ３日(木)　10時～14時(下地)

一日年金相談★ 11月19日(木)　10時～16時 市役所本庁舎５階５－Ｃ会議室
彦根年金事務所　お客様相談室
予約受付専用ダイヤル
(☎０７４９－２３－５４８９)

かいご・ふくし
就職説明会 11月14日(土)　14時～16時 市民交流センター (地福寺町) 湖北介護・福祉人材センター

(☎６４ー５１２５)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。

場	

神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

神
照
町)

対	�

在
宅
ワ
ー
ク
を
始
め
よ
う
と
す
る
女
性
、
在

宅
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
女
性

内	�

在
宅
ワ
ー
ク
発
注
企
業
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
タ
イ
ム

定	

30
人(

先
着
順)

費	

無
料

他	�

託
児
の
申
込
み
は
11
月
24
日(
火)
ま
で
に
左

記
ま
で(

無
料
・
定
員
あ
り)

。

申	�

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

左
記
ま
で
。

問	

㈱
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム(

☎
０
１
２
０・９
０
０
・

　

 

６
５
７
／
FAX 

０
４
２・３
８
９・０
２
３
０)

生
に
よ
る
意
見
作
文
発
表
、
講
演
会「
青
少
年

を
取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
」、
活
動

発
表(

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン)

虎
姫
学
園
吹
奏
楽

部
の
演
奏

定	

１
１
０
人(

先
着
順)

費	

無
料

講	

滋
賀
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

　

 

橋は
し

本も
と 

宏ひ
ろ

和か
ず 

氏

申	

電
話
で
左
記
ま
で
。

締	

11
月
５
日(

木)

問	

生
涯
学
習
文
化
課(

☎
65
・
６
５
５
２)

▲
㈱
キ
ャ
リ
ア・マ
ム

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
立
長
浜
病
院
の
救
急
診
療
を

一
時
停
止
し
ま
す
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お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

子育て個別相談会
●�そだちっこ広場は中止していますが、予約制で個別相談
会を実施します（毎月１日より予約受付）

　妊娠中の心身のこと、おっぱいのこと、お子さんの発育・
発達、予防接種、歯科、栄養、離乳食、あそびのことなど、子
育てについて感じていることを専門スタッフが疑問や不
安にお答えします。身体測定のみ(要予約)も可能です。
【対　象】 �市内にお住まいの妊婦さん、０歳～就学前のお

子さんと保護者
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時　
　　　　 (１人につき30分程度)

●離乳食のおはなしタイム(随時予約受付)
　予約制の個別相談として実施します。
　離乳食のすすめ方や心配ごと、相談など栄養士が
個別で対応します。
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
　　　　 (１人につき30分程度)
【日　程】 子育て個別相談会と同じ日程
【対　象】 ５～８か月のお子さんを持つ保護者
【持ち物】 母子手帳、水筒(熱中症予防のため)
　　　　 健康観察票(申込みの人に郵送します)
　　　　 バスタオル(身体測定を希望される人)
子育て個別相談会、離乳食のおはなしタイムの
どちらも定員があり、申込み順となります。
●各会場予約申込み先
　・保健センター　　☎６５－７７５１
　・高月分室　　　　☎８５－６４２０

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期していた乳幼児健診は再開しています。年度当初に配布してい
た健康づくり日程表や健診案内チラシ等に記載している日程とは異なりますので、対象の人には順次、郵送で個
別通知をします。できる限り個別通知で案内する日程にお越しください。
　11月の３歳８か月児健診から、これまでの視力検査に加え、目の異常を早期発見するために屈折検査を始
めます。お問合せ、相談は健康推進課（☎６５－７７５１）まで。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１( 子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９( 保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５−６４２０保健だより

　エイズは「後天性免疫不全症候群」といい、ＨＩＶウイルスに感染しておこる病気です。近年、エイズの治療法の進歩
により、ＨＩＶ陽性であっても早期に治療を開始、継続することで発症を防ぎ、社会生活が送れるようになっています。
多くの人がＨＩＶ・エイズについて正しく理解し、社会全体で寄り添うことは尊厳ある社会づくりに大切なことです。
ＨＩＶ感染の検査は保健所で「無料・匿名」で受けることが出来ます。
問 長浜保健所　☎６５－６６６２

　この冬は、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行が懸念されます。そのため、全市民
を対象にインフルエンザ予防接種費用を助成します。高齢者は重症化しやすいため、今年は無料で受けられます。
〇助成の受け方
　長浜市、米原市内の協力医療機関で接種する場合、助成を受けるための
手続きは不要です。協力医療機関は市ホームページをご確認ください。

〇助成対象期間
　10月１日(木) ～ 12月31日(木)

※�心臓・腎臓・呼吸器の機能に日常生活が極度に制限される程度のしょうがい
がある人およびヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能不全ため日常生活が
ほとんど不可能な程度のしょうがいがある人

※�協力医療機関以外で予防接種を受ける
場合は、申請書・領収書等が必要です。
詳しくは、市のホームページをご覧くだ
さい。

すこやかトピックス　
～インフルエンザ予防接種を受けましょう～　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

～ 12月１日は「世界エイズデー」です～

乳幼児健診

▲市ホームページ

レッドリボン
“レッドリボン”はエイズへの理解と
支援の象徴として使われています

対　象 開催日 通訳 会　場
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区にお住まいの人 11月12日(木） ○ 保健

センター
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区に
お住まいの人

11月24日(火） 高月分室

　
六
角
氏
式
目
は
、
永
禄
10
年(

１
５
６
７)

に
六
角
氏
が
制
定
し
た
分ぶ

ん

国こ
く

法ほ
う(

戦
国
大
名

が
定
め
た
国
内
法)

で
す
。
67
か
条
か
ら
な

り
、そ
の
規
定
は
、所
領
相
論
、年
貢
収
納
、刑

事
犯
罪
、訴
訟
手
続
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　
六
角
氏
は
、
近
江
国
の
南
半
分
を
支
配
し

た
戦
国
大
名
で
、
北
近
江
を
支
配
し
て
い
た

浅
井
氏
と
は
、
領
国
の
拡
大
を
め
ぐ
り
、
長

い
間
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
永
禄
６
年(

１
５
６
３)

、
六
角
義よ

し

治は
る(

義よ
し

弼す
け)

が
重
臣
の
後ご

藤と
う

賢た
か

豊と
よ

父
子
を
観
音
寺
城

で
殺
害
し
た
こ
と
に
よ
り
、従
来
か
ら
く
す

ぶ
っ
て
い
た
六
角
家
中
の
当
主
と
家
臣
団

の
対
立
が
表
面
化
し
、観
音
寺
騒
動
と
い
う

内
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。こ
の
内
乱
に
よ
っ

て
六
角
氏
と
重
臣
た
ち
の
主
従
関
係
は
破

綻
し
、領
国
支
配
は
危
機
的
状
況
に
陥
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、国
内

を
安
定
さ
せ
る
た
め
、六
角
氏
式
目
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
他
の
戦
国
大
名
の
分
国
法
は
、主
君
が
家

臣
た
ち
や
領
国
内
の
人
々
に
向
け
た
規
定

を
定
め
る
と
い
う
形
式
を
と
り
ま
す
が
、六

角
氏
の
場
合
は
、重
臣
た
ち
が
起
草
し
た
も

の
を
上
申
し
、
六
角
承し

ょ
う

禎て
い(

義よ
し

賢か
た)

・
義
治
父

子
が
承
認
す
る
と
い
う
手
続
き
を
経
て
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、法
を
守
る
こ
と

を
誓
う
起き

請し
ょ
う

文も
ん(

契
約
の
内
容
を
守
る
こ
と

を
神
仏
に
誓
っ
た
文
書)

を
六
角
氏
と
重
臣

の
間
で
取
り
交
わ
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
内
容
も
家
臣
が
六
角
氏
の

身
勝
手
な
支
配
を
制
約
す
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、六
角
氏
と
そ
の
配
下
の
領
主
層
と

の
間
で
結
ば
れ
た
協
定
と
い
う
性
格
が
強

く
表
れ
て
い
ま
す
。

　
六
角
氏
式
目
は
、六
角
氏
の
権
力
の
低
下

だ
け
で
な
く
、重
臣
た
ち
の
自
立
性
の
高
さ

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、六
角
氏
式
目
の
原
本

は
残
存
し
な
い
た
め
、本
資
料
は
そ
の
写
本

の
一
つ
と
し
て
も
貴
重
で
す
。

問 

長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
☎
63
・
４
６
１
１
）

シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

114

滋賀県指定有形文化財 「六
ろっ

角
かく

氏
し

式
しき

目
もく

」
指定日：平成９年３月31日指定
所有者：一般財団法人布施美術館

　
皆
さ
ん
の
中
に
も
、子
ど
も
の
頃
、川
の

石
の
下
や
水
路
な
ど
で
サ
ワ
ガ
ニ
を
見
つ

け
て
遊
ん
だ
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
月
は
、
身
近
な
生

き
物
サ
ワ
ガ
ニ
の
、
長
浜
市
な
ら
で
は
の

特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

水
生
生
物
の
中
に
は
、
特
定
の
水
質
で

生
活
す
る「
河
川
の
指
標
生
物
」と
い
う
種

類
が
お
り
、
ど
ん
な
水
生
生
物
が
い
る
の

か
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
質
を

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
き
れ
い
な
水
の
指
標
生
物

と
さ
れ
、
サ
ワ
ガ
ニ
の
い
る
河
川
は
水
が

き
れ
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
市
内
の
小
中

学
校
で
は
、
学

区
内
の
川
や
水

路
の
水
質
を

指
標
生
物
か
ら

推
測
す
る
と
い

う
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
調
査
で
は
、
市
内
の
山
間
部
か
ら
平
野

部
ま
で
の
広
い
範
囲
で
サ
ワ
ガ
ニ
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
市
内
の
河
川
や
水
路
の
水

質
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
驚
く
こ
と
に
、
他
の
地
域
で
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
市
街
地
や
琵
琶
湖
岸
な

ど
の
場
所
で
も
サ
ワ
ガ
ニ
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
各
所
に
あ
る
冷

た
く
澄
ん
だ
湧
水
が
、
周
辺
の
水
路
に
流

れ
込
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　

市
内
を
ま
る
で
血
液
の
よ
う
に
流
れ
る

き
れ
い
な
水
は
、
美
し
い
自
然
を
創
り
出

し
て
い
る
源
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

問 

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

市内の自然の不思議や、そこに住む様々な
生き物の面白い生態などを紹介します。

エピソード　４
サワガニが教えてくれること

▲六角氏式目

▲きれいな水源に住むサワガニ

・65歳以上の人
・�60歳から64歳でしょうがいある人※
（市から個別通知します）

無料で接種

６か月児～ 64歳の人 医療機関で設定された金額から
2,000円差し引いた金額
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お
知
ら
せ
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元
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す
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お
知
ら
せ
／
各
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相
談

至
誠
通
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な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　子どもにとって地域や社会との関わりは、信頼できる
大人との出会いや、経験から学ぶ力を身につける貴重な
機会です。子どもは学校に加えて様々な機会をもつこ
とで、自分ががんばれる場所、輝ける場所を自分で見つ
けて自己肯定感を養っていきます。
　子どもたちが身の回りのことに興味をもち、学びを深
めていくために、学校や家庭だけではなく、第三者とし
ての大人や、地域ならではの役割があるかもしれませ
ん。
　多様化する子どもの育ちを社会で見守っていくため
に、わたしたちができることを一緒に考えてみませんか。
◆新たな学びの場づくりを考えるワークショップ
【と　き】11月14日(土)10時～ 12時
【対　象】 �子どもの学びや学びの場づくりに関心がある

人(年齢・居住地不問)で、今後関連するアン
ケートに回答できる人

【定　員】40人程度(先着順)
【参加費】 無料
【内　容】
〇ゲストパネラーによる活動事例紹介
・荒

あ ら

木
き

勇
ゆ う

輝
き

氏(�ＮＰＯ法人寺子屋プロジェクト代表）
・林

はやし

智
と も

子
こ

氏（虹の学び舎プロジェクト代表）
・松

ま つ

田
だ

幸
ゆ き

夫
お

氏(滋賀県コミュニティスクールアドバイザー )
〇参加者同士の話し合い
※「Z

ズ ー ム

oom」アプリケーションを使ったオンライン形式。

　詳しくは参加者に別途連絡します。
問・申  市民協働センター (☎６５－６５２５)

　文化福祉プラザ１階フリースペースに「みんなの掲示
板」を設置しました。パネルボード１枚分の大きさで、

「活動の仲間を増やしたいな」「イベントの情報を広め
たい」といったとき、チラシ等を掲示していただけます。
　情報発信というと現在はＳＮＳの利用が多いですが、
ＳＮＳになじみのない人に向けてはもちろん、不特定多
数の利用者が行き交うさざなみタウンだからこその効
果が期待できます。
【掲示のルール】
掲示期間は原則２週間程度、チラシサイズはＡ４以下
問・申  市民協働センター (☎６５－６５２５) 

　センターからの情報発信として、新たに通信紙「コラ
ボ！」を創刊しました。センター駐在のコーディネーターが
企画・取材・執筆・デザインを担当。紙面の目玉である特
集では、市内各地域なら
ではの悩み事や困りごと
を「見える化」し、その課
題解決に取り組む事例を
紹介し、ここに住む誰もが

「このまちに住んで良かっ
た」と思える地域をめざ
すきっかけが生まれる紙
面づくりをめざします。

　私たちは「自分の物語」を生きて
いて、エピソードの数々は日々現れ
ては消え去る。ここにある33話は、
他人の(おそらく架空の)物語のひ
と欠片にすぎないけれど、まるで
自分のものだったかのように懐か
しさが漂う。感動とも興奮とも違う、
穏やかな日常を綴った１冊。

　タコとイカの違いとは…
獲物の捕らえ方、身の守り
方、子どもの育て方など、
両者の生態が左右のページ
に分かれて紹介されていま
す。違いを比べながら、タ
コとイカのことを一度に知
ることができます。

公益財団法人 江
こ

北
ほ く

図書館

市内には以下の図書館もあります

　「けやきっ子」とは、市の木「けやき」にな
ぞらえ、どっしりと大地に根を張って知恵や知
識を吸収し、太く堅い幹のよ
うにしっかりと生きる力を身
につけ、想像の枝をのびのび
と広げて豊かに生きる長浜の
子どもたちをいいます。

▲�情報発信紙「ふれんど」は文化福祉プラザや各まち
づくりセンターなどに設置
問 ＮＰＯ法人ふれんど ( ☎５０－２３１６)
　 月～金曜日 ９時～16 時 30 分 市立図書館 HP

QR コード
▼

♢�木之本まちづくりセンター図書室(北部振興局併設) 
☎82-5915 【8時30分～17時】　休室：土曜日・日曜日・祝日

♢�余呉文化ホール図書室(余呉支所隣接) 
☎86-8107 【9時～17時】　休室：水曜日・祝日

♢�西浅井まちづくりセンター図書室(西浅井支所併設) 
☎89-1125 【8時30分～17時】　休室：月曜日、第1・3日曜日、祝日

♢�ながはま市民協働センター
　☎︎65-6525　Mail: katsudou@city.nagahama.lg.jp　休所日 火曜日
♢�北部サテライトセンター きのもと交遊館
　〒526-0425 長浜市木之本町1118　開所日 水・日曜日

木之本町木之本1362　☎ 82-4867 
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日 

ホームページ：http://kohokutoshokan.com

〒 526-0037 高田町 12-34

『百年と一日』

『タコとイカはどうちがう？
いきものくらべるしゃしんえほん』

柴
しば

崎
ざき

 友
ゆ

香
か

/ 著 ( 筑摩書房 )

峯
みね

水
みず

 亮
りょう

／写真　池
いけ

田
だ

 菜
な

津
つ

美
み

／文・構成
杉
すぎ

本
もと

 親
ちか

要
とし

／監修（ポプラ社）

子どもたちの新たな学びの場について考える 「みんなの掲示板」ぜひご利用ください！

「センター通信紙 〝コラボ！″創刊」

こんな活動してます！

【ながはま文化福祉プラザ】	  
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907 ●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525 
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808 ●長浜図書館／☎ 63-2122	 
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804

【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】	  
●長浜商工会議所／℡ 62-2500 ●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770

図

書

室

2020

Vol.08 11

NPO法人 ふれんど

　いつまでも健康で自分のことが自分でできるように。長寿社会の今、誰も
が願うことでしょう。ただ、体のどこかに支障をきたしたとき、手すりや杖、
車椅子などの「福祉用具」が生活の補助になります。
　昨年結成した「ふれんど」では、誰もがいきいきと暮らせる地域社会をめざ
し、福祉用具が必要な人に正しい使い方を伝え、便利で快適に生活できるよ
うな取組みを進めています。　　　
　使用者の身体や環境に合わせた用具選びや設置が何より大事だからこそ、
使用者や介護者らの悩みや戸惑いを解決したいと随時相談を受け付けてい
ます。理事長の丸

まる

中
なか

祥
しょう

司
じ

さんは元福祉用具販売店勤務で両親を介護した経
験を持つほか、会員には現役ケアマネージャーや建築士が揃い、技能を生か
したアドバイスをめざします。また、福祉用具についてわかりやすく紹介し
た新聞を発行し情報発信も。小さな困りごとも気軽に相談してみてくださ
い。

毎月第 3 日曜日は
「けやきっ子読書の日」

館 名 問合せ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63-2122
◎ 毎週　火曜日

◎ 資料整理日：11月26日（木）
平日：10時〜20時
土・日・祝日：10時〜18時

浅 井 ☎ 74-3311

◎ 毎週　月・火曜日

◎ 資料整理日：11月26日（木）
10時〜18時

び わ ☎ 72-4305

虎 姫 ☎ 73-2335

湖 北 ☎ 78-1687

高 月 ☎ 85-4600

▲�第２号は12 月発行。組回覧のほ
か、各まちづくりセンターに設置

図書館川柳　大募集
テーマはズバリ！「図書館」「読書」

※�１人３句まで応募できます。詳しくは図書館のホーム
ページ、チラシをご覧ください。

〇�１人１日５冊まで、無料でお持ち帰りいただけます（持
ち帰り用の袋はご自身でご用意ください)。

〇�期間中、浅井・びわ・虎姫・湖北・高月図書館は、常設の
「図書のリサイクル」もおこなっています。

※営利を目的とした利用はご遠慮ください。　
※在庫状況の問合せや取り置きには応じられません。
※�新型コロナウイルス感染防止のため、混雑時は順番に

ご覧いただくようお願いする場合があります。　

　図書館が所蔵する雑誌で、保存期間が終了したものを
お譲りします。

　あなたの思いを
　　　五・七・五にこめて…

11月13日(金)～令和３年１月31日(日)

 市内６図書館で開催

10月28日(水)～11月29日(日)

市内に在住または在学・在勤の人

専用応募用紙に必要事項を記入し各図書
館の応募箱に投函してください。

12月12日(土)
図書館長賞１点 各図書館賞６点　ほか

※�休館日や開館時間は変更になる場合があります。

期　間

雑誌リサイクルのお知らせ

応募期間

応募資格

応募方法

入賞発表
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記事広告
記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

【とき・ところ】
　■南会場　長浜市民体育館(宮司町)　
　　11月22日(日)　15時～ (14時30分開演)
　■北会場　長浜伊香ツインアリーナ(木之本町西山)
　　12月13日(日)　15時～ (14時30分開演)
【対　象】
　子ども(乳児、園児、児童)とその保護者
【定　員】
　各会場200人　
【前売入場料】
　大人：800円　中学生以下：500円　親子ペア：1,000円
【出　演】
　フルート：梅

う め

本
も と

 伸
の ぶ

子
こ

　エレクトーン：大
お お

瀧
た き

 真
ま

由
ゆ

美
み

　
　パーカッション：中

な か

路
じ

 友
と も

恵
え

  リトミック：七里 一美
　運動のお兄さん：濱田 和樹(S

ス マ ー ト

MART S
シ ス テ ム

YSTEM S
ス ト レ ン グ ス

TRENGTH所属）
【申込み】
　長浜市民交流センター、長浜市民体育館、長浜伊香ツインアリーナ、浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター、
　神照運動公園、アルプラザ長浜で入場券をお買い求めください。

　生演奏を聴いたり、歌を歌ったり、リズムに合わせて体を動かすことで豊かな感性が育まれていきます。
運動のお兄さん(濱

はま

田
だ

和
かず

樹
き

氏)やリトミックのナナ先生(七
しち

里
り

一
かず

美
み

氏)と一緒に、音楽に合わせて体を動か
し、親子で楽しい思い出をつくりましょう。

タイニー“ハッピー”コンサート
～今年は２会場開催！　密にならない音楽と運動のフェスティバル～

うたって！ きいて！ 体をうごかして遊ぼう！

問  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団
　 市民体育館(☎６３－９８０６)　　長浜伊香ツインアリーナ(☎８２－４１１９)
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せ
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せ
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種
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至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

講
座・教
室

お
知
ら
せ

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

催　
し

募　
集

有料広告欄

◆
法
務
局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
の

　
保
管
が
で
き
ま
す

法
務
局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
遺
言
書

の
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
も

不
要
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

問
大
津
地
方
法
務
局
長
浜
支
局(

☎

62
・
０
５
６
５)

◆
11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進

　
強
化
期
間
」

労
働
保
険(

災
害
保
険
・
雇
用
保
険)

は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働

く
た
め
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。
労
働
者

(

パ
ー
ト
お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む)

を
１
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
業
種
や
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す(

農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
を
除
く)

。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
。
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
浜(

☎

62
・
２
０
３
０)

◆
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用

す
る
と
、
い
つ
で
も
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
に
つ
い
て
、
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
問
彦

根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室(
☎

０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
６)

◆
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

　
控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
今
年
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
人
に
、「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
問

彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課(

☎

０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
４)

◆
バ
ー
デ
あ
ざ
い
65
歳
以
上
無
料

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日 

11
月
16
日(

月)

～
12
月
14
日

(

月)

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人(

昭
和
30
年
12
月
14
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人)

定 

各
日
20
人
申
直
接
ま

た
は
電
話
で
事
前
予
約
。
他
無
料

招
待
は
１
人
１
回
ま
で
。
受
付
で

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の(

運

転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証)

を
提
示

く
だ
さ
い
。
問
バ
ー
デ
あ
ざ
い(

☎

76
・
１
１
２
６)

◆
紅
葉
を
楽
し
む 

森
の
ヨ
ガ

日 

11
月
15
日(
日)
９
時
45
分
～
12

時
30
分
場
奥
び
わ
湖
・
山
門
水
源

の
森(

西
浅
井
町
山
門)
内
紅
葉
に
染

ま
る
森
を
散
策
し
、
落
ち
葉
の
上
で

ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
す
。
定 

15
人(
先

着
順)

費
２
，
０
０
０
円(

会
員
１
，

５
０
０
円)

持
飲
物
、
帽
子
、
雨
具
、

動
き
や
す
い
服
装
な
ど
申
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
力
フ
ォ
ー
ム
か

ら
。
締 

11
月
12
日(

木)

問
山
門
水
源

の
森
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
会

(

FAX 

78
・
０
３
９
５)

◆
第
34
回
一
日
回
峰
行 

歴
史
と

　
紅
葉
に
触
れ
る
コ
ー
ス

日 

11
月
23
日(

月
・
祝)

９
時
～
13

時
30
分(

雨
天
中
止)

場
五
先
賢
の

館(

北
野
町)

内
小
谷
城
址
東
側
山

麓
を
歩
き
、
大
広
間
跡
で
昼
食
。
西に

し

原は
ら

雄た
け

大ひ
ろ

学
芸
員
が
同
行
し
ま
す
。

定 

50
人(

先
着
順)

費
５
０
０
円(

小

中
学
生
無
料)

持
登
山
の
服
装
、
弁

当
な
ど
申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
。
締 

11
月
20
日(

金)

問
五
先
賢

の
館(

☎
74
・
０
５
６
０
／
FAX 

74
・

０
９
１
０)

◆
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日 

11
月
23
日(

月
・
祝)

10
時
～
12
時

30
分
場
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー(

湖
北

町
今
西)

内
地
域
の
自
然
と
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
楽
し
く
長
浜
コ
ー
ス

約
４
㎞
を
歩
き
ま
す
。
定 

20
人(

先

着
順)

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
締 

11
月
16
日(

月)

問
び
わ
湖
東
北
部
地

域
連
携
協
議
会(

聖
泉
大
学
内)(

☎

０
７
４
９
・
43
・
７
５
２
３)

◆
英
語
落
語
を
楽
し
も
う

日 

11
月
29
日(

日)

１
部
：
14
時
30

分
～
15
時
30
分 

２
部
：
16
時
～
17

時
場
多
文
化
共
生
・
国
際
文
化
交

流
ハ
ウ
ス
Ｇジ

オ
Ｅ
Ｏ(

神
照
町)

内
簡

単
な
英
語
で
落
語
を
楽
し
み
ま
す
。

定 

各
回
20
人(

先
着
順) 

費
５
０
０

円
申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
締 

11
月
23
日(

月
・
祝)

問
長
浜
市
民
国

際
交
流
協
会(

☎
63
・
４
４
０
０)

nifa_info@
yahoo.co.jp

◆Y

ユ

ー

OU 

弁 I

イ
ン

N N

ナ

ガ

ハ

マ

AGAHAM
A2020

　

ス
ピ
ー
チ
大
会
視
聴
者
募
集

日 

12
月
12
日(

土)

13
時
30
分
～
場
多

文
化
共
生
・
国
際
文
化
交
流
ハ
ウ

ス
Ｇ
Ｅ
Ｏ(

神
照
町)

内
外
国
籍
市
民

の
人
が
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
す
。
定 

20
人(

先
着
順)

申
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
締 

11
月
20
日

(

金)

他Z

ズ

ー

ム

oom

で
の
視
聴
希
望
の
人

は
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
メ
ー

ル
で
。
問
長
浜
市
民
国
際
交
流
協

会(

☎
63
・
４
４
０
０)

nifa_info@
yahoo.co.jp

◆
男
の
料
理
教
室

日 

11
月
19
日(

木)

、12
月
17
日(

木)

、

１
月
21
日(

木)

、
２
月
８
日(

月)

各

日
９
時
～
12
時
場
神
照
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
内
料
理
に
親
し
み
な

が
ら
基
本
を
学
び
、調
理
後
食
事
を

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。
定 

10
人(

先
着
順)

費
３
，０
０
０
円(

全

４
回)

別
途
食
材
費
持
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
タ
ッ
パ
ー
申
電

話
で
。
締 

11
月
11
日(

水)

問
健
寿

会 

金か
な

澤ざ
わ(

☎
62
・
４
８
５
７)

◆
Ｈハ

ー

ト

ト

レ

イ

ン

ｅ
ａ
ｒ
ｔ
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
講
座

①
大
人
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　
「
お
と
み
っ
く
」

日 

11
月
10
日(

火)

10
時
30
分
～
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
中な

か

山や
ま

あ
り
か
定 

10

人(

先
着
順)

費
８
０
０
円(

初
参
加

無
料)

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

②
ヨ
ガ
教
室

日 

11
月
12
日(

木)

10
時
30
分
～
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
小こ

宮み

山や
ま

和か
ず

子こ

定 

15

人(

先
着
順)

費
５
０
０
円
、
託
児

１
０
０
円(

５
人)

申
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
。
問H

eartTrain dai

～

dai

～ 

村む
ら

山や
ま(

☎
０
９
０・４
０
３
８

・
８
８
９
９)

daidai.risa@
gm

ail.com

◆
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

日 

11
月
23
日(

月
・
祝)

13
時
30
分
～

15
時
30
分
場
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー(

高
田
町)

内
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ(

素
話)

に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
講
彦
根
お
は
な
し
を
語
る

会
会
員
定 

20
人(

先
着
順) 

申
電
話

で
。
問
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ま
め
っ
ち
ょ
」森も

り(

☎
０
９
０
・

３
８
２
０・２
１
１
６)

◆
育
脳
リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
ベ
ビ
ー

　
ダ
ン
ス
教
室

日 

11
月
２
日(

月)

、
16
日(

月)

１

歳
児
ク
ラ
ス
：
10
時
～
10
時
45

分
、
２
歳
児
ク
ラ
ス
：
10
時
50
分

～
11
時
35
分
場
長
浜
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー(

高
田
町)

講
松ま

つ

島し
ま

直な
お

子こ

、
谷た

に

春は
る

華か

定 

各
10
組(

先
着

順)

費
１
，
０
０
０
円
／
回
申
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
締 

各
開

催
日
前
日
問
虹
の
音 

松
島 (

☎

０
９
０・６
７
３
７・８
１
９
５)

ritm
ic.niji@

gm
ail.com

◆
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座

日 

集
中
講
座
：
11
月
13
日(

金)

、
14

日(

土)

10
時
～
17
時
場(

特
養)

ア

ン
タ
レ
ス(

加
田
町)

定 

30
人(

先
着

順)

費
６
，
０
０
０
円
／
日(

別
途
研

修
資
料
２
，
４
０
０
円)

申
電
話
で
。

締 

11
月
９
日(

月)

他
令
和
３
年
１

月
15
日(

金)

直
前
講
座
を
予
定
問

青
祥
会
本
部(

☎
68
・
４
１
１
４)

◆
優
良
運
転
者
表
彰（
対
象
者
）募
集

対
長
浜
警
察
署
管
内(

旧
長
浜
・
東

浅
井
地
区)

に
在
住
の
５
年
以
上
無

事
故
・
無
違
反
の
人(

過
去
に
同
種

の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、長

浜
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

あ
る
こ
と)

。
申
申
込
用
紙
に
無
事

故
・
無
違
反
証
明
書
を
添
え
て
左

記
ま
で
提
出
。
締 

11
月
30
日(

月)

他

申
込
用
紙
は
長
浜
警
察
署
、市
民
活

躍
課
に
あ
り
ま
す
。
問
長
浜
地
区

交
通
安
全
協
会(

長
浜
警
察
署
交
通

課
内)(

☎
62
・
０
１
１
０)

▲
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

▲�

奥
び
わ
湖
・
山
門
水
源

の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲�

び
わ
湖
東
北
部
地
域

連
携
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
１月号：11月20日(金）　２月号：12月21日(月)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504）までお問合せください。

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

11
・
12
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

☎
65
・
１
５
２
５

※�

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

11
月
１
日
、３
日
、８
日
、15
日
、

　
　
22
日
、23
日
、29
日

12
月
６
日
、13
日
、20
日
、27
日
、

　
　
30
日
、31
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】

９
時
～
18
時

【
診 

療 

科
】

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１
‐
２
）

※�

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療

券
・
お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手

帳(

乳
幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ

な
く
。

※�

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始(

12
月
30
日
～
１
月
３

日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
催
し
参
加
の
際
に
は
マ

ス
ク
着
用
な
ど
感
染
症
予
防
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

11
月
の
税
・
料

〇
市
県
民
税 	

３
期

〇
国
民
健
康
保
険
料	

６
期

〇
介
護
保
険
料	

６
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

	

５
期

安
心
で
安
全
な
口
座
振
替
を

始
め
ま
せ
ん
か
。



広報ながはま
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今
月
の
表
紙
湖
北
の
稲
刈
り
の
風
景
。
見
慣
れ
た
は
ず
の
秋
の
営
み
を
上
空
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
大
地
に
は
美
し
い
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
食
の
秋
、
芸
術
の
秋
で
す
ね
。（
10
月
７
日
撮
影
）

2020. 11
　

Vol.178
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が
は

ま
令

和
２

年
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／
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・
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長
浜

市
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滋
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人口と世帯数
令和２年 10 月 1 日現在

植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は市民広報課まで。

人口	 １１７，１１６人 （－49）
男	 ５７，３９８人 （－17）
女	 ５９，７１８人 （－32）
世帯数	 ４６，５２５世帯（＋31）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
イベント情報を配信

ＬＩＮＥ

学校・園活動
紹介

「
小
中
一
貫
教
育
校
の
強
み
を
生
か
し
て
」

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
虎
姫
地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱

い
想
い
と
温
か
い
ご
理
解
、ご
協
力
の
も

と
、虎
姫
学
園
が
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

教
育
校
と
し
て
、今
年
４
月
に
開
校
し
ま

し
た
。
虎
姫
地
域
は
認
定
こ
ど
も
園
、小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
が
隣
接
し
て

お
り
、か
ね
て
か
ら
連
携
し
て
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
小
中
一
貫

教
育
校
と
な
り
、さ
ら
に
そ
の
連
携
を
生

か
し
、９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
の

中
で
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
の
定

着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
虎
姫
学
園
の
特
色
の
一
つ
に
、言
葉
の

力
を
高
め
る
「
こ
と
ば
科
」
の
取
組
み
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、人
と
つ
な
が
る
力

が
必
要
で
す
。
自
分
の
思
い
を
伝
え
、相

手
の
思
い
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に

「
こ
と
ば
」
を
大
切
に
し
た
学
習
の
実
践

を
進
め
て
い
ま
す
。
素
読
や
暗
唱
、川
柳

の
取
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、授
業
の
中

で
も
「
書
く
」「
話
す
」「
聞
く
」
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

１
～
９
年
生
が
同
じ
学
校
で
と
も
に

学
ん
で
い
る
の
も
本
校
の
強
み
で
す
。

後
期
課
程(

７
〜
９
年
生)

の
教
員
が
前

期
課
程(

１
〜
６
年
生)

の
授
業
に
も
関

わ
り
、外
国
語
や
社
会
、理
科
、音
楽
、体

育
な
ど
で
教
科
担
任
制
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
５・６
年
生
は
こ
れ
に
よ
り
専

門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、学

習
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、前
期
課
程
と
後
期
課
程
の
児
童

生
徒
が
と
も
に
活
動
す
る
機
会
も
積
極

的
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
実
施
が
難
し
い
状
況
で

す
が
、こ
れ
ま
で
に
運
動
会
で
の
全
校
種

目
や
、
６
年
生
の
部
活
体
験
、
７
年
生
か

ら
５
年
生
に
向
け
て
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
も
異
学
年
交

流
等
を
通
し
て
、

豊
か
な
人
間
性

と
社
会
性
を
育

て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
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長浜子どものちかい 〜わたしたちはちかいます〜
ー. 元気にあいさつをします
ー. 名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
ー.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
ー. 困っている人がいたら言葉をかけます
ー. 人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章 〜おとなが実践します〜
ー. 子どもに誠実に生きる姿を見せます
ー. 見守るまなざし、叱る勇気を大事にします
ー. ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
ー. 自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
ー. 長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

▲運動会 全校ボール渡しリレー

　
「
好
き
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
が
ん
ば
れ

る
」と
、
休
み
の
日
に
も
演
劇
な
ど
の
振
付

や
歌
唱
指
導
に
情
熱
を
注
ぐ
、ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
シ
ン
ガ
ー
・
振
付
師
の
谷
さ
ん
。
音
楽

の
先
生
だ
っ
た
両
親
の
影
響
も
あ
り
、幼
稚

園
の
頃
か
ら
バ
レ
エ
や
バ
イ
オ
リ
ン
、ピ
ア

ノ
な
ど
を
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
道
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
高
校
生
の
頃
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
踊
っ

た
「
よ
さ
こ
い
」
で
し
た
。「
歌
う
こ
と
や
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
没
頭
で
き
、と
て

も
楽
し
か
っ
た
」と
、
体
で
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
ま
す
。ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
コ
ー
ス
が
あ
る
大
学
へ
進
学
し
、在

学
中
は
様
々
な
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、

有
名
歌
手
の
公
演
や
国
際
的
な
音
楽
祭
な

ど
数
々
の
舞
台
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、精

力
的
に
活
動
し
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
大
好
き
な
地
元
に
帰
郷

し
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
が
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
も
の
が
根
付

い
て
い
な
い
環
境
で
の
活
動
方
法
が
分
か

ら
ず
、
葛
藤
の
日
々
が
続
き
ま
す
。「
自
分

自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
崩
さ
な
い
と
認
め
て

も
ら
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、

バ
ン
ド
活
動
や
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
活
動

な
ど
様
々
な
活
動
を
試
み
ま

す
が
、「
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
ず
、
中
途
半
端
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
苦
し
か
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。
悩
み
な
が
ら
も

続
け
た
活
動
の
中
で
、
異
な
る

ジ
ャ
ン
ル
な
が
ら
同
じ
志
を

持
つ
人
々
と
の
出
会
い
が
転

機
に
。
活
動
の
幅
が
大
き
く
広

が
り
、
文
化
芸
術
を
発
信
す
る

活
動
に
加
わ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
谷
さ
ん
の
思
い
に
共
感
し

て
く
れ
る
人
の
輪
が
広
が
る

に
つ
れ
、
学
校
の
文
化
祭
の
振
付
や
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
歌
唱
指
導
な
ど
の
依
頼
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
ダ
ン
ス
指
導
を
終
え
た
時
に

先
生
か
ら
「
体
を
動
か
す
の
が
苦
手
だ
と

思
っ
て
い
た
生
徒
が
、指
導
を
受
け
て
い
る

時
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
し
た
」
と
言
わ
れ
、

「
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
他
に
も

色
々
な
楽
し
い
選
択
肢
が
あ
る
と
知
っ
て

ほ
し
い
」と
指
導
し
て
い
る
谷
さ
ん
に
と
っ

て
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
と
微
笑
み
ま

す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
持
つ
素
直
さ
や

自
由
な
想
像
力
を
伸
ば
し
た
い
と 
“
答
え

合
わ
せ
を
し
な
い
指
導
”を
心
が
け
て
い
る

と
い
う
谷
さ
ん
。
活
動
の
中
で
感
じ
た
こ

と
や
今
ま
で
の
経
験
や
出
会
い
を
、次
の
活

動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
出
来
は
自
己
満
足

で
な
く
、お
客
さ
ん
に
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
ほ
し

い
と
語
る
谷
さ
ん
。「
い
い
も
の
を
つ
く
る

た
め
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
。
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
レ
ッ
ス
ン
や
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
、新
し
い
変
化
を
自
分
に
も

た
ら
し
た
い
」と
、
そ
の
瞳
は
希
望
で
あ
ふ

れ
、
ま
だ
見
ぬ
自
分
の
未
来
を
描
く
た
め

に
、さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
し
ま
す
。

この一瞬を楽しく！

谷
た に

 春
は る

華
か

さん (木之本町木之本)

ミュージカルシンガー・振付師


